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環
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一

は
じ
め
に

現
代
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
遺
伝
子
組
換
え
実
験
が
一
九
七
三
年
に
初
め
て
成
功
し
、
一
九
九
六
年
に
そ
れ
が
商

業
化
さ
れ
て
か
ら
と
言
う
も
の
、
そ
の
生
産
は
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
の
作
付
面
積
（
世

界
全
体
）
で
見
る
と
、
一
九
九
六
年
に
は
一
七
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
八
年
に
は
一
億
二
五
〇
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
へ
と
、
実
に
七
三
・
五
倍
に
急
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
生
産
国
の
米
国
で
は
、
既
に
、
大
豆
の
九
二
％
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
八
〇
％
、
綿
の
八
六
％
が
遺
伝
子
組
換
え
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
欧
州
の
マ
ス
コ
ミ
が
遺
伝
子
組

換
え
食
品
の
こ
と
を

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
フ
ー
ズ

と
揶
揄
す
る
よ
う
に
、
人
の
健
康
と
環
境
に
対
す
る
悪
影
響
へ
の
懸

念
が
現
時
点
で
も
十
分
に
払
拭
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

生
物
多
様
性
条
約
の

バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書

は
、
こ
う
し
た
現
代
バ
イ
テ
ク
を
利
用
し
た
遺
伝

子
組
換
え
生
物
（

L
M
O）
の
越
境
移
動
等
を
生
物
多
様
性
保
全
（
人
の
健
康
リ
ス
ク
も
考
慮
）
の
視
点
か
ら
規
制
す
る
国
際
法
規
則

で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
当
該
議
定
書
が
貿
易
制
限
を
伴
う
多
数
国
間
環
境
条
約
（M

ultilateral
E
n
viro

n
m
e
ntal

A
g
ree

m
e
nt=

M
E
A）
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た

M
E
A

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
機
能
面
か
ら

は
、
条
約
上
の
義
務
を
遵
守
し
な
い
国
家
に
対
す
る
一
種
の

制
裁

と
し
て
貿
易
制
限
を
課
す
も
の
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書

な
ど
）
と
有
害
物
質
の
越
境
移
動
を
通
じ
た
環
境
悪
化
を

防
止

す
る
た
め
に
そ
の
貿
易
を
制
限
す
る
も
の
（
バ
ー
ゼ
ル
条
約
な

ど
）
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（
以
下
、
議
定
書
）
は
後
者
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
来
の
そ
れ
に
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
貿
易
制
限
の
対
象
と
な
る
物
質
が
議
定
書
で
は
具
体
的
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
有
害
廃
棄
物
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
、
有
害
化
学
物
質
に
関
す
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
条
約
（

P
I
C条
約
）
並
び
に
残
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留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
で
は
、
規
制
の
対
象
物
質
が
各
条
約
の
附
属
書
に
お
い
て
か
な
り
具
体
的
に

特
定
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
議
定
書
の
規
制
対
象
物
質
は
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
締
約
国
が
輸
入
に
際
し
て
個
別

に
実
施
す
る
リ
ス
ク
評
価
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
第
二
に
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
等
が

有
害
物
質

を
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
議
定
書
は
必
ず
し
も

L
M
O

を
有
害
物
質
と
し
て
扱
っ
て
お
ら
ず
、
輸
入
規
制
の
根
拠
は
生
物
多
様
性
へ
の
悪
影
響
の

可
能
性

に
過
ぎ
な
い
。

か
よ
う
に
議
定
書
に
基
づ
く
貿
易
制
限
は
、
各
輸
入
国
の
実
施
す
る
リ
ス
ク
評
価
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
ア
・
プ
リ
オ

リ
に
予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か
る
非
予
見
性
は
、
貿
易
制
限
の
予
見
可
能
性
を
要
求
す
る

W
T
O

協
定
と
の
抵
触
の
リ
ス

ク
を
従
来
の

M
E
A

以
上
に
増
幅
さ
せ
る
。

二

成
立
の
経
緯

生
物
多
様
性
条
約
の
交
渉
中
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
を
最
初
に
提
案
し
た
の
は
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
提
案
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
六
年
に
米
国
の
研
究
機
関
が
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
使
用
し
た
狂

犬
病
ワ
ク
チ
ン
の
実
験
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
の
同
意
を
得
ず
に
同
国
内
で
秘
密
裡
に
行
っ
た
事
件
が
あ
る
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、

か
か
る
先
端
技
術
の
規
制
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
持
た
な
い
発
展
途
上
国
は
、
自
国
が
先
進
国
企
業
の
開
発
し
た
新
し
い
遺
伝
子
組

換
え
技
術
の
実
験
場
と
化
す
こ
と
に
強
い
警
戒
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

生
物
多
様
性
条
約
の
交
渉
中
に
発
展
途
上
国
の
行
っ
た
具
体
的
な
提
案
は
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
採
用
し
た

事
前
の
情
報
に
基
づ

く
同
意

（Prior
Infor

m
e
d
C
o
n
se

nt=

P
I
C）
に
類
似
し
た
手
続
を
導
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
提
案
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
北
欧
諸
国
の
支
持
を
得
た
も
の
の
、

L
M
O

輸
出
国
の
強
い
抵
抗
に
遭
い
、
生
物
多
様
性
条
約
で
は
、

L
M
O

の
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越
境
移
動
等
の

適
当
な
手
続

を
定
め
る

議
定
書
の
必
要
性
及
び
態
様

に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
に
と

ど
ま
っ
た
（
一
九
条
三
項
）。
し
か
も
、
米
国
が
有
害
物
質
の
越
境
移
動
に
適
用
さ
れ
る

P
I
C

と
い
う
用
語
を
嫌
っ
た
こ
と
か
ら
、

L
M
O

に
関
し
て
は
、

事
前
の
情
報
に
基
づ
く
合
意

（A
d
v
a
n
ce

Infor
m
e
d
A
g
re
e
m
e
nt=

A
I
A）
と
い
う
名
称
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
定
書
の
必
要
性
と
態
様
を
巡
る
交
渉
は
、
第
一
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
の
準
備
段
階
（
一
九
九
二
年
）
か
ら
開
始
さ

れ
た
が
、

L
M
O

の
越
境
移
動
等
を
規
制
す
る
実
効
的
な
議
定
書
の
必
要
性
を
強
く
主
張
す
る
発
展
途
上
国
と
当
該
規
制
に
消
極
的

な

L
M
O

輸
出
国
と
が
激
し
く
対
立
し
た
。
発
展
途
上
国
は
、

L
M
O

の
安
全
性
が
今
な
お
科
学
的
に
十
分
証
明
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、

L
M
O

の
輸
入
を
実
効
的
に
規
制
す
る
手
段
と
能
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
、

L
M
O

の
多
く
が
発
展
途
上
国
の
領
域
内
で
実

験
・
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
実
効
的
且
つ
包
括
的
な
議
定
書
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
他
方
で
、

L
M
O

の
主
要
輸
出

国
は
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
の
経
験
か
ら

L
M
O

が
環
境
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が
既
に
証
明
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
と
っ
て
よ
り
優
先
順
位
の
高
い
テ
ー
マ
（
例
え
ば
、
外
来
種
の
問
題
）
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

議
定
書
の
採
択
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
困
難
を
窮
め
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
上
記
の
対
立
以
外
に
、
交
渉
途
中
か
ら
予
防
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
巡
っ
て

L
M
O

の
主
要
輸
出
国
（
一
九
九
八
年
夏
の
マ
イ
ア
ミ
会
議
以
降
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
と
呼
称
）
と

E
U

と
が

鋭
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

E
U

は
、
狂
牛
病
等
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
り

食
の
安
全

に
対
す
る
大
衆
の
不

信
が
昂
進
し
て
い
た
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
一
九
九
八
年
に

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
の
敗
訴
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、

W
T
O

協
定

よ
り
も
よ
り
人
の
健
康
と
環
境
の
保
護
に
配
慮
し
た
国
際
法
規
則
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
、
米
国
は
、
予

防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
恣
意
的
な
輸
入
制
限
の
口
実
に
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

L
M
O

の
輸
入
規
制
が

W
T
O

協
定
と
同
様
に
科
学
的

な
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
こ
と
を
強
く
要
求
し
た

）
。

議
定
書
を
巡
る
当
初
の
交
渉
は
、
第
一
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
を
準
備
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
政
府
間
委
員
会
（

I
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C
C
B
D）
の
第
一
作
業
部
会
で
行
わ
れ
た
。
同
部
会
で
は
、
発
展
途
上
国
の
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
に

L
M
O

の
利
用
と
放
出
に

伴
う
リ
ス
ク
の
管
理
と
規
制
の
た
め
の
適
当
な
手
続
が
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
全
般
的
な
合
意
が
成
立
し
た
も
の
の
、

議
定
書

の
必
要
性
及
び
態
様

に
関
し
て
は
、
発
展
途
上
国
と
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
の
間
に
重
大
な
懸
隔
が
見
ら
れ
た
。

一
九
九
四
年
一
一
月
の
第
一
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
で
は
、

L
M
O

の
越
境
移
動
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
各
国
政

府
の
指
名
に
よ
る
特
別
専
門
家
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
グ
ル
ー
プ
の
二
回
の
会
合
で
は
、
マ
イ

ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
既
存
条
約
の
強
化
案
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、

A
I
A

手
続
を
柱
と
し
た
議
定
書
の
必
要
性
に
つ
い
て
大
方
の

合
意
が
得
ら
れ
た
。
翌
年
一
一
月
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
開
か
れ
た
第
二
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
で
は
、
議
定
書
を
作
成
す
る

た
め
の
特
別
作
業
部
会
（

B
S
W
G）
の
設
置
と
そ
の
付
託
事
項
が
決
定
さ
れ
、

A
I
A

手
続
の
内
容
や
適
用
範
囲
を
巡
る
実
質
的

交
渉
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
マ
ン
デ
ー
ト
は
、
議
定
書
が
一
定
条
件
の
下
で
予
防
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
る

）
。

B
S
W
G

は
一
九
九
六
年
七
月
か
ら
一
九
九
九
年
二
月
ま
で
の
間
に
六
回
ほ
ど
開
か
れ
た
が
、
人
の
健
康
リ
ス
ク
の
考
慮
、
議
定

書
と

A
I
A

手
続
の
適
用
範
囲
、
社
会
経
済
的
影
響
へ
の
配
慮
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
内
容
、
輸
送
時
の

L
M
O

の
特
定

と
添
付
書
類
な
ど
に
関
し
て
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
議
定
書
を
採
択
す
る
た
め
の
生
物
多
様
性
条
約
特
別
締
約
国
会

議
（

E
x
C
O
P）
が
一
九
九
九
年
二
月
二
二
日
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
カ
ル
タ
ヘ
ナ
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
中
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ

ル
ー
プ
（
米
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
）
以
外
に
、

E
U

、
有
志
連
合
（
上
記
の
三
発
展

途
上
国
を
除
く
七
七
カ
国
グ
ル
ー
プ
と
中
国
）、
調
整
グ
ル
ー
プ
（
日
本
、
韓
国
、
メ
キ
シ
コ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
、
の
ち
に
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
参
加
）
及
び
中
・
東
欧
グ
ル
ー
プ
と
い
う
四
つ
の
交
渉
グ
ル
ー
プ
が
確
認
さ
れ
た

）
。

同
会
議
は
、
議
定
書
の
正
式
名
称
を
決
定
し
た
も
の
の
、

A
I
A

手
続
の
適
用
範
囲
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
内
容
、
輸

送
時
の

L
M
O

の
特
定
と
添
付
書
類
、

W
T
O

協
定
と
の
関
係
な
ど
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
三
日
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間
の
日
程
を
終
了
し
た
。
そ
こ
で
、
同
年
七
月
、
各
国
に
交
渉
を
再
開
す
る
政
治
的
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
非

公
式
協
議
が
行
わ
れ
、
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
二
回
の
非
公
式
協
議
を
経
て
、

E
x
C
O
P

が
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
四
日
か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
再
開
さ
れ
た
。
こ

の
再
会
合
が
議
定
書
交
渉
の

最
後
の
機
会

に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
四
六
カ
国
の
環
境
大
臣
（
米
国
は
国
務
大
臣
）
を
含
む
一
三

〇
カ
国
以
上
の
代
表
が
出
席
し
、
未
解
決
の
問
題
に
つ
い
て
最
後
の
調
整
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
、
会
議
最
終
日
で
あ
る
一
月
二
八

日
の
日
付
が
変
わ
っ
た
翌
日
早
朝
に
な
っ
て
漸
く
議
定
書
の
採
択
に
漕
ぎ
着
け
た

）
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
の
採
択
が
公
表
さ
れ
た
際
に

は
、
会
場
近
く
に
控
え
て
い
た
環
境

N
G
O

な
ど
か
ら
も

驚
き
の
声

が
上
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
議
定
書
は
、

同
年
五
月
の
第
五
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
ナ
イ
ロ
ビ
）
で
署
名
に
開
放
さ
れ
、
五
〇
カ
国
の
批
准
書
等
の
寄
託
か
ら
九

〇
日
を
経
過
し
た
二
〇
〇
三
年
九
月
一
一
日
に
発
効
し
た
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
議
定
書
の
成
立
が
悲
観
視
さ
れ
て
い
た
カ
ル
タ
ヘ
ナ
会
合
か
ら
僅
か
一
年
足
ら
ず
後
に
開
か
れ
た
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
再
会
合
で
は
議
定
書
の
採
択
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
間
に
起
き
た
重
大
な
文
脈
の
変
化
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
の

出
来
事
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

）
。

第
一
は
、
一
九
九
九
年
五
月
に
、
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
花
粉
を
振
り
掛
け
た
ト
ウ
ワ
タ
の
葉
を
摂
食
さ
せ
た
オ
オ
カ
バ

マ
ダ
ラ
の
幼
虫
の
四
四
％
が
四
日
後
に
死
亡
し
、
生
き
残
っ
た
幼
虫
に
も
発
育
不
全
が
見
ら
れ
た
と
い
う
報
告
が
科
学
雑
誌
ネ
イ
チ

ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
の
安
全
性
に
対
す
る
疑
念
が
世
界
中
に
広
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
第
二
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
再
会
合
の
直
前
に
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た

W
T
O

の
第
三
回
閣
僚
会
議
（
一
九
九
九
年
一

一
月
三
〇
日
│
一
二
月
三
日
）
が
、
会
場
外
で
の
環
境

N
G
O

や
労
働
組
合
の
激
し
い
抗
議
行
動
と
会
議
の
議
題
設
定
に
対
す
る
発

展
途
上
国
の
強
い
反
発
に
よ
っ
て
、
新
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
た
め
の
閣
僚
宣
言
の
採
択
は
お
ろ
か
、
そ
の
交
渉
日
程
さ
え
決
め
る
こ
と

が
で
き
ず
に
閉
幕
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
出
来
事
に
よ
り
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
・
社
会
政
策
や
発
展
途
上
国
の
反
発
を
無
視
で
き
な
く
な
る
と
同

時
に
、
議
定
書
成
立
の
機
会
を
失
う
こ
と
で

L
M
O

を
巡
る
論
議
が
遺
伝
子
組
換
え
に
批
判
的
な
マ
ス
コ
ミ
や
環
境

N
G
O

に
主
導

さ
れ
る
事
態
を
憂
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
米
国
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
会
合
で
の

悪
い
議
定
書
が
成
立
す
る
よ
り
も
無

い
方
が
マ
シ

）

と
い
う
消
極
的
な
姿
勢
か
ら
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
再
会
合
で
は

議
定
書
を
よ
り
予
見
可
能
な

L
M
O

国
際
市
場
の

創
設
手
段
に
す
る

）

方
針
へ
と
大
き
く
方
向
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
の
と
こ
ろ
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
議
定
書
の
起
草
過
程
に
お
い
て
三
大
争
点
と
な
っ
た
、

A
I
A

手
続
の
適
用
範
囲
、
予
防

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
内
容
並
び
に
議
定
書
と

W
T
O

の
関
係
に
つ
い
て
、
順
次
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三

A
I
A手
続

議
定
書
の
中
核
を
成
す
の
は
、

A
I
A

手
続
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
締
約
国
が

L
M
O

を
輸
出
す
る
前
に
そ
の
意
思

を
輸
入
国
へ
通
告
し
、
輸
入
国
が
輸
出
国
の
提
出
し
た
情
報
等
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
リ
ス
ク
評
価
に
従
っ
て
輸
入
の
可
否
を
決
定

す
る
と
い
う
手
続
を
指
す
。

1

基
本
的
ス
キ
ー
ム

締
約
国
は
、

L
M
O

を
輸
出
す
る
前
に
、
輸
入
国
に
対
し
て
、
そ
の
旨
を
書
面
で
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
条
）。
そ
の

際
、
輸
出
国
は
、

L
M
O

の
特
性
や
安
全
性
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
添
え
る
必
要
が
あ
る
（
附
属
書
Ⅰ
）。
輸
入
国
は
、
輸
出
国
か

ら
の
通
告
を
受
領
し
て
か
ら
九
〇
日
以
内
に
そ
の
受
領
確
認
に
加
え
て
、
議
定
書
と
国
内
法
令
の
い
ず
れ
の
決
定
手
続
に
従
う
か
を

輸
出
国
へ
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
条
二
項
（

c））。
そ
し
て
、
輸
入
国
は
、
通
告
受
領
か
ら
二
七
〇
日
以
内
に
、
リ
ス
ク
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評
価
に
従
っ
て
輸
入
の
可
否
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
輸
出
国
と
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー

）
（

B
C
H）

へ
通
報
す
る
こ
と
に
な
る
（
一
〇
条
）。

リ
ス
ク
評
価
は
、

科
学
的
に
適
正
な
方
法

に
よ
り
、
輸
出
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報
そ
の
他
の

入
手
可
能
な
科
学
的
証
拠

に
基
づ
い
て
、

L
M
O

が
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
悪
影
響
（
人
の
健
康
リ
ス
ク
も
考
慮
）

を
特
定
・
評
価
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
（
一
五
条
一
項
、
附
属
書
Ⅲ
）。
評
価
の
主
体
は
あ
く
ま
で
輸
入
国
で
あ
る
が
、
輸
入
国
の
要

求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
輸
出
者
（ex

p
orter

）
が
代
わ
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。

こ
う
し
た
一
連
の
手
続
に
お
い
て
輸
入
国
の
同
意
を
推
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
輸
出
国
は
、
輸
入
国
が
期
限
内
に
通
告
の
受

領
確
認
及
び
輸
入
可
否
の
決
定
を
通
報
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
輸
入
の
黙
示
的
同
意
が
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
九
条

四
項
、
一
〇
条
五
項
）。

も
っ
と
も
、
議
定
書
は
、

A
I
A

手
続
を
適
用
す
る
段
階
で
か
な
り
の
柔
軟
性
を
認
め
て
い
る
。
先
ず
、
輸
入
国
は
、

L
M
O

の

安
全
な
越
境
移
動
を
確
保
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
通
告
と
同
時
に
越
境
移
動
を
認
め
た
り
、

A
I
A

手
続
の
適
用
を
免
除
す
る
場
合
を
事
前
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
三
条
の
簡
易
手
続
）。
ま
た
、
締
約
国
が
議
定
書
以

上
の
保
護
水
準
を
も
た
ら
す
協
定
又
は
取
極
を
結
ぶ
場
合
に
は
、
議
定
書
の

A
I
A

手
続
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
（
一
四
条
）。

し
た
が
っ
て
、

E
U

の
よ
う
に

L
M
O

の
越
境
移
動
に
関
す
る
よ
り
厳
格
な
規
制
を
定
め
て
い
る
場
合
は
、
議
定
書
の

A
I
A

手
続

を
適
用
し
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。

2

社
会
経
済
的
影
響
の
考
慮

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
リ
ス
ク
評
価
と
リ
ス
ク
管
理
に
際
し
て
、

L
M
O

の
潜
在
的
影
響
の
観
察
期
間
を
七
年
間
と
す
る
な
ど
、

L

M
O

の
長
期
的
な
社
会
経
済
的
悪
影
響
に
対
す
る
具
体
的
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
悪
影
響
の
可
能
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性
と
し
て
は
、
多
様
且
つ
持
続
可
能
な
伝
統
的
農
業
へ
の
脅
威
、
遺
伝
的
多
様
性
、
雇
用
及
び
共
同
社
会
の
生
計
手
段
の
喪
失
、
共

同
社
会
の
社
会
的
、
文
化
的
、
倫
理
的
、
宗
教
的
価
値
の
毀
損
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
が

L
M
O

の
輸
入
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
む
し
ろ
輸
入
制
限
の
口
実
に
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
。

最
終
的
に
、
議
定
書
の
二
六
条
は
、
輸
入
国
が

L
M
O

の
輸
入
の
可
否
を
決
定
す
る
際
に

原
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社
会
に
と

っ
て
の
生
物
の
多
様
性
の
価
値

等
の
社
会
経
済
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
容
認
す
る
一
方
で
、
そ
れ
が

W
T
O

協
定
な
ど

に
基
づ
く
締
約
国
の
国
際
的
義
務
に
抵
触
し
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、

W
T
O

で
は
、
か
よ
う
な
社
会
政
策
上
の
理
由
に
よ
る
輸
入
制
限
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
旧
ガ
ッ
ト
時
代

の
日
本
皮
革
輸
入
制
限
事
件
で
は
、
社
会
政
策
上
の
理
由
に
よ
る
輸
入
制
限
措
置
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
た
。
本

件
は
、
革
製
品
に
対
す
る
日
本
の
輸
入
数
量
制
限
が
ガ
ッ
ト
一
一
条
等
に
違
反
す
る
旨
の
米
国
の
申
立
て
を
受
け
た
事
件
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
そ
れ
が
同
和
問
題
と
い
う
日
本

国
内
の
複
雑
な
社
会
問
題

に
起
因
す
る
措
置
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
が
、
旧
ガ

ッ
ト
・
パ
ネ
ル
は
、
付
託
事
項
が
ガ
ッ
ト
の

関
連
規
定
に
照
ら
し
問
題
を
検
討

す
る
こ
と
を
要
求
し
、
一
一
条
等
の
関
連
規
定

が
右
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
輸
入
制
限
を
認
め
て
い
な
い
以
上
、
日
本
の

歴
史
的
、
文
化
的
、
社
会
経
済
的
な
特
殊
事
情
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
結
論
付
け
て
い
る

）
。

3

適
用
範
囲

議
定
書
の
交
渉
過
程
で

A
I
A

手
続
の
採
用
自
体
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
は
激
し
い
議
論

の
応
酬
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
手
続
の
適
用
範
囲
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
か
な
り
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

先
ず
、
議
定
書
の
対
象
外
の

L
M
O

は
、
当
然
、

A
I
A

手
続
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
議
定
書
の
対
象
は
、

生
物
の
多
様
性

の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
悪
影
響
（
人
の
健
康
に
対
す
る
危
険
も
考
慮
し
た
も
の
）
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る

L
M
O

で
あ
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る
（
一
条
、
四
条
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
な
い

L
M
O

に
関
し
て
は
、
議
定
書
自
体
が
適
用
さ
れ
な

い
。
勿
論
、
悪
影
響
の
可
能
性
の
有
無
は
、
締
約
国
の
個
別
判
断
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
議
定
書
の
締
約
国
会
合
（

C
O
P・

M
O

P）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
（
七
条
四
項
）。

ま
た
、
議
定
書
の
対
象
が
改
変
さ
れ
た

生
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、
遺
伝
子
組
換
え
大
豆

使
用
の
豆
腐
、
遺
伝
子
組
換
え
作
物
デ
ン
プ
ン
由
来
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
遺
伝
子
組
換
え
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
ケ
チ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
遺
伝
子
組
換
え
非
生
物
産
品
は
、
議
定
書
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、

L
M
O

に

係
わ
る
産
品

（pro
d
u
cts

th
ere

of

）
と
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
等
を

B
C
H

へ
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
〇
条

三
項
（

c））。

L
M
O

を
使
用
し
た
人
用
医
薬
品
を
議
定
書
の
対
象
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
重
大
な
交
渉
議
題
と
な
っ
た
。
現
在
の
医
薬
品
の
多

く
が
現
代
バ
イ
テ
ク
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
志
連
合
が
議
定
書
の
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
米

国
は
、
そ
れ
ら
が
生
物
多
様
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
や

W
H
O

の
所
掌
事
項
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
強
く
反
対
し
た
。

結
局
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
米
国
の
主
張
が
採
用
さ
れ
、
人
用
医
薬
品
が
議
定
書
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
（
五
条
）。

次
に
、

A
I
A

手
続
の
対
象
は
、
輸
入
国
の

環
境
へ
の
意
図
的
な
導
入

を
目
的
と
す
る

L
M
O

（
栽
培
用
種
子
又
は
種
苗
、

放
流
用
生
魚
、
環
境
修
復
微
生
物
な
ど
）
の

最
初
の
意
図
的
な

越
境
移
動
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
七
条
）。
そ
の
結
果
、
単
に
第
三

国
へ
通
過
す
る
た
め
の
越
境
移
動
（
六
条
一
項
）、
非
意
図
的
な
越
境
移
動
（
一
七
条
）、
二
回
目
以
降
の
越
境
移
動
（
一
二
条
四
項
）、

さ
ら
に
は
発
酵
な
ど
の
閉
鎖
的
利
用
を
目
的
と
し
た

L
M
O

（
六
条
二
項
）
と
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

（
七
条
二
項
、
一
一
条
）
の
越

境
移
動
が
手
続
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
内
で
最
も
議
論
が
集
中
し
た
の
は
、

L
M
O

貿
易
の
大
半
を
占
め
る
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

（L
M
O
s
inte

n
d
e
d
for
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direct
u
se

as
fo
o
d
or

fe
e
d,

or
for

processin
g
=

L
M
O・

F
F
P
s）、
つ
ま
り
遺
伝
子
組
換
え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
小

麦
、
ア
ブ
ラ
ナ
、
ト
マ
ト
な
ど
で
あ
る
。
有
志
連
合
は
、
こ
れ
ら
と
環
境
放
出
用

L
M
O

を
生
物
学
的
に
区
別
で
き
な
い
こ
と
、
食

料
・
飼
料
用

L
M
O

が
人
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
手
続
が
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

を
含
む
包

括
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

食
料
・
飼
料
用

L
M
O

を
手
続
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
同

グ
ル
ー
プ
は
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

が
環
境
放
出
を
意
図
し
て
い
な
い
の
で
輸
入
国
の
生
物
多
様
性
に
脅
威
を
与
え
る
可
能
性
が

無
い
こ
と
、
大
量
の
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

を
対
象
と
し
た
場
合
に
手
続
そ
の
も
の
が
稼
働
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

の
輸
入
管
理
能
力
が
無
い
こ
と
を
危
惧
す
る
一
部
発
展
途
上
国
の
た
め
に
、
広
汎
な
関
連
情
報
の

共
有
を
可
能
に
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
提
案
し
た
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
会
合
で
は
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

を
議
定
書
の
対
象
に
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
手
続
の
対
象
に

す
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
合
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
長
か
ら
妥
協
案
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
内
容

は
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

に
対
す
る

A
I
A

手
続
の
適
用
を
締
約
国
に
義
務
付
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
採
用
を
各
締
約
国
の
判

断
に
委
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
再
会
合
で
は
、
こ
の
提
案
が
最
終
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

に
関
し
て
は
、

A
I
A

手
続
の
適
用
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
締
約
国
が
そ
の
国
内
法
令
等
に
よ
っ
て
類
似
の
手
続
を

採
用
す
る
余
地
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
（
一
一
条
四
項
）。

食
料
・
飼
料
用

L
M
O

に
関
連
し
て
最
終
段
階
ま
で
残
さ
れ
た
問
題
は
、
そ
の
輸
送
時
に
お
け
る

L
M
O

の
特
定
と
添
付
書
類
の

内
容
で
あ
っ
た
。

E
U

が
、

L
M
O

の
輸
送
に
際
し
て
、
そ
の
特
性
を
明
示
し
た
書
類
の
添
付
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
マ
イ
ア

ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
が
強
制
的
な
表
示
・
分
離
の
制
度
に
繋
が
る
と
し
て
強
く
反
対
し
た
。
最
終
的
に
、
両
者
は
、
議
定
書
で

は

L
M
O

を
含
む
可
能
性
が
あ
る
（m

a
y
co

ntain

）

と
い
う
表
示
を
義
務
付
け
る
に
と
ど
め
、
議
定
書
の
発
効
か
ら
二
年
以
内
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に

C
O
P

・

M
O
P

に
お
い
て

L
M
O

の
識
別
情
報
な
ど
を
含
む
表
示
の
具
体
的
な
内
容
を
決
定
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

）
（
一
八
条

二
項
（

a））。

最
後
に
、
人
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
有
志
連
合
と

E
U

が
議
定
書
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
こ
の
問
題
に
も
言
及
す
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
米
国
は
、
そ
れ
が
生
物
多
様
性
条
約
一
九
条
三
項
で
直
接
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
を
挙
げ
て
、
生

物
多
様
性
の
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
交
渉
の
結
果
、
議
定
書
の
対
象
と
な
る

L
M
O

と
し
て
、
生
物
多
様
性

の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
へ
の
悪
影
響
と
い
う
基
準
を
提
示
し
た
あ
と
に
、
丸
括
弧
で

人
の
健
康
に
対
す
る
危
険
も
考
慮
し

た
も
の

と
い
う
文
言
を
付
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

L
M
O

の
規
制
等
に
関
す
る
締
約
国
の
義
務
を
定
め
た
生
物
多
様

性
条
約
八
条
（

g
）
に
類
似
し
た
表
現
で
、

E
U

の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
表
現
方
法
は
か
な
り
曖

昧
で
、
人
の
健
康
リ
ス
ク
が
生
物
多
様
性
へ
の
悪
影
響
を
評
価
す
る
際
の
関
連
要
素
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
生
物
多
様
性
の
問

題
と
は
別
個
の
独
立
し
た
、

食
の
安
全

に
対
す
る
リ
ス
ク
或
い
は
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

と
の
接
触
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

な
ど
の
リ
ス
ク
を
指
す
の
か
、
今
後
、
解
釈
上
の
対
立
を
生
む
可
能
性
が
あ
る

）
。

四

予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ

議
定
書
の
最
大
の
革
新
は
、
貿
易
制
限
を
伴
う

M
E
A

に
お
い
て
予
防
原
則
を
現
実
に
稼
働
さ
せ
た
点
に
あ
る

）
。
現
代
バ
イ
テ
ク

が
近
年
急
速
に
発
達
し
た
た
め
に
生
態
系
に
対
す
る
影
響
、
特
に
個
別
生
態
系
と
の
複
雑
な
相
互
作
用
を
科
学
的
に
証
明
す
る
こ
と

が
不
可
能
な
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
の
性
質
上
、
現
代
バ
イ
テ
ク
の
悪
影
響
が
科
学
的
に
十
分
証
明
さ
れ
た
段
階
で
原
状
に
戻
す
こ

と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
予
防
原
則
が
取
り
分
け
重
要
な
意
味
を
持
つ

）
。
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1

予
防
原
則

予
防
原
則
（preca

utio
n
ar
y
prin

ciple

）
は
、
世
界
自
然
憲
章
（
一
九
八
二
年
）
の
第
一
一
原
則
に
黙
示
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
以

降
、
第
一
回
・
第
二
回
北
海
保
護
国
際
会
議
の
宣
言
（
一
九
八
四
年
、
一
九
八
七
年
）、
バ
ル
チ
ッ
ク
海
域
海
洋
環
境
保
護
宣
言
（
一

九
八
八
年
）、
ロ
ン
ド
ン
海
洋
投
棄
条
約
締
約
国
会
議
の
決
議

L
D
C

四
四
・
一
四
（
一
九
九
一
年
）、

O
S
P
A
R

条
約
（
北
東
大
西

洋
海
洋
環
境
保
護
条
約
）
二
条
二
項
（

a
）
（
一
九
九
二
年
）
な
ど
海
洋
汚
染
防
止
の
分
野
を
皮
切
り
に
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
、
気
候
変

動
防
止
及
び
生
物
多
様
性
保
護
な
ど
地
球
環
境
の
分
野
、
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
（
バ
マ
コ
条
約
）、
さ
ら
に
海
洋
生
物
資
源
保
存

（
国
連
公
海
漁
業
協
定
な
ど
）
の
分
野
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た

）
。

た
だ
、
実
際
に
予
防
原
則
を
採
用
し
た
国
際
的
文
書
を
瞥
見
す
る
と
、
そ
の
呼
称
と
内
容
に
は
相
当
の
多
様
性
が
あ
り
、
現
時
点

で
も
当
該
原
則
の
具
体
的
内
容
を
明
確
に
特
定
す
る
の
は
困
難
な
情
況
に
あ
る
。
か
よ
う
な
中
で
、
予
防
原
則
の
一
般
的
定
義
と
し

て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
の
は
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
リ
オ
宣
言
の
第
一
五
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

…
深
刻
な
又
は
回
復
不
可
能
な
損
害
の
お
そ
れ
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
完
全
な
科
学
的
確
実
性
の
欠
如
を
、
環
境
悪
化
を
防
止
す
る
上

で
費
用
対
効
果
の
大
き
い
措
置
を
延
期
す
る
理
由
と
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
の
二
年
程
前
に
国
連
欧
州
経
済
委
員
会
が
採
択
し
た
、
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
閣
僚
宣
言
の
内
容
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ベ
ル
ゲ
ン
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た

深
刻
な
又
は
回
復
不
可
能
な
損
害
の
お
そ
れ

、

完
全
な
科
学
的
確
実
性
の
欠
如

及
び

有
効
な
環
境
悪
化
防
止
措
置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
な
い
必
要

が
、
予
防
原
則
の

三
要
素
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
や
資
源
保
存
の
分
野
で

予
防

の
概
念
が
登
場
し
て
き
た
背
景
に
は
、
科
学
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
と
経
済
活
動
の
活

発
化
に
伴
っ
て
、
環
境
（
健
康
を
含
む
）
や
資
源
が
深
刻
な
又
は
回
復
不
可
能
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
と
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い
う
事
情
が
あ
る
。
因
果
関
係
の
厳
格
な
科
学
的
証
明
を
要
求
す
る
事
後
対
応
的
な
防
止
原
則
（pre

v
e
ntiv

e
prin

ciple

）
で
は
、

こ
う
し
た
情
況
に
十
分
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

）
。
他
方
で
、
予
防
の
理
念
に
は
、
深
刻
な
又
は
回
復
不
可
能
な
損
害

発
生
の

お
そ
れ

（ris
k

）
だ
け
で
事
前
規
制
を
行
う
点
で
、
単
な
る
将
来
の
可
能
性
に
基
づ
い
た
過
剰
規
制
や
濫
用
の
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
。

そ
の
た
め
、
予
防
原
則
が
果
た
し
て
国
際
法
の
一
般
原
則
に

結
晶
化

し
た
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
が
、
こ
れ
ま
で
争
わ
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
、
呼
称
問
題
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

E
U

は
、
予
防
の
理
念
が
既
に

十
分
に
成
熟
し
た
国
際
法
の
一
般
原
則

に
結
晶
化
し
た
と
主
張
し
、

予
防
原
則

と
呼
称
し
て
い
る
（

E
C設
立
条
約
一
七
四
条
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
米
国
は
、
そ
の
具

体
的
内
容
が
ま
だ
十
分
に
明
晰
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
国
際
慣
習
法
の
成
立
に
必
要
な
国
家
の
法
的
確
信
と
国
家
実
行
を
伴
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
文
脈
に
応
じ
て
内
容
が
可
変
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ

の
閾
に
と
ど
ま
る
と
反
駁
す
る

）
。

も
っ
と
も
、
実
際
に
予
防
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
条
約
や
国
際
機
関
の
決
議
を
見
て
み
る
と
、
予
防
原
則
と
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ

の
用
語
が
右
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
明
確
に
峻
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い

）
。
例
え
ば
、
バ
マ
コ
条
約
、
国
連
公
海
漁
業

条
約
、
第
二
回
北
海
保
護
国
際
会
議
宣
言
、
地
中
海
沿
岸
域
の
海
洋
環
境
保
護
及
び
持
続
可
能
な
開
発
の
行
動
計
画
（
一
九
九
五
年

六
月
）、
陸
上
起
因
海
洋
汚
染
防
止
行
動
計
画
（
同
年
一
一
月
）
は
、
必
ず
し
も
両
者
を
厳
格
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
使
用
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
も
、

W
T
O

の
文
脈
で
は
国
際
法
の
一
般
原
則
と
し
て
の
地
位
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
予
防
原
則
の
用

語
を
使
用
し
、
議
定
書
に
関
し
て
は
、
そ
の
条
文
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
便
宜
的
に

使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

予
防
の
概
念
は
、
既
に
多
数
の

M
E
A

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
前
文
（
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン

条
約
と
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
）
や
、
本
文
の
原
則
規
定
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
又
は
努
力
規
定
（
バ
マ
コ
条
約
）
の
中
で
言
及

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
（
ガ
ヴ
ォ
チ
コ
ボ
・
ナ
ジ
ュ
マ
ロ
ス
事
件
）
や
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
み
な
み
ま
ぐ
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ろ
事
件
）
の
判
例
を
見
て
も
、
予
防
の
必
要
性
自
体
は
認
め
る
も
の
の
、
予
防
原
則
を
国
際
法
の
一
般
原
則
と
し
て
明
示
的
に
承
認

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
の
上
級
委
員
会
も
、
予
防
原
則
が
国
際
環
境
法
の
分
野
で
は
既
に
一
般
原
則

に
結
晶
化
し
た
と
い
う
学
説
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

W
T
O

加
盟
国
が
そ
れ
を
一
般
国
際
法
又
は
国
際
慣
習
法
の
原
則
と
し
て
広
く

認
め
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
法
的
地
位
に
関
す
る
判
断
が

不
要

且
つ

軽
率

で
あ
る
と
結
論
付
け

た
）

。
E
C

バ
イ
テ
ク
事
件
で
も
予
防
原
則
の
国
際
法
上
の
地
位
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
パ
ネ
ル
は
、
国
際
裁
判
所
が
予
防
原
則
を
一
般

国
際
法
の
原
則
と
し
て
有
権
的
に
認
め
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
定
義
と
内
容
が
今
な
お
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
国
際
法
の
一
般
原
則
で

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
国
際
法
学
者
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
予
防
原
則
の
国
際
法
上
の
地
位
を
巡
る
情

況
が

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
当
時
と
基
本
的
に
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
と
判
断
し
た

）
。

2

W
T
O

と
予
防
原
則

W
T
O

に
お
け
る
予
防
原
則
の
位
置
付
け
は
、
取
り
分
け

S
P
S

協
定
（
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
）
に
関
連
し

て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
最
初
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
の
パ
ネ
ル
で
あ
る
。
同
パ
ネ
ル
は
、
予
防
原

則
が

関
連
す
る
科
学
的
証
拠
が
不
十
分
な
場
合
に
は
…
入
手
可
能
な
適
切
な
情
報
に
基
づ
き
、
暫
定
的
に

S
P
S

措
置
を
採
用
す

る

こ
と
を
認
め
た

S
P
S

協
定
の
五
条
七
項
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
明
確
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る

と
述
べ
た

）
。
こ

の
こ
と
は
、
予
防
原
則
が
暫
定
措
置
を
定
め
た
五
条
七
項
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
そ
れ
が
決
し
て
自
立
的

な
原
則
で
は
な
く

S
P
S

協
定
の
枠
内
で
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
予
防
原
則
を
援
用
し
た
場
合
で
も
適
切
な
リ
ス
ク

評
価
に
基
づ
く
こ
と
を
要
求
し
た
同
条
一
項
の
義
務
が
免
除
さ
れ
な
い
こ
と
を
含
意
し
て
い
た

）
。

当
該
事
件
の
上
級
委
員
会
は
、
こ
う
し
た

S
P
S

協
定
に
お
け
る
予
防
原
則
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
一
方
で
、
人
間
の
生
命
に
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係
る

回
復
不
可
能
な
リ
ス
ク

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
十
分
な
科
学
的
証
拠
が
無
く
て
も
民
主
的
な
政
府
で
あ
れ
ば
用
心
と
警

戒
の
た
め
に
予
防
措
置
を
取
る
こ
と
を
首
肯
す
る
と
共
に
、
当
該
原
則
を
柔
軟
に
解
釈
し
て
、
そ
れ
が
五
条
七
項
だ
け
で
な
く
前
文

六
節
と
三
条
三
項
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
た

）
。

後
者
は
、
上
級
委
員
会
が
予
防
原
則
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
示
唆
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
文
六
節
と
三

条
三
項
は
、
加
盟
国
が
国
際
標
準
よ
り
も
高
度
の

適
切
な
保
護
水
準

を
設
定
す
る
権
利
を
認
め
た
も
の
で
、
そ
の
具
体
的
な
要

件
を
定
め
た
規
定
が
五
条
で
あ
る
。
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
適
切
な
保
護
水
準
を
も
た
ら
す

S
P
S

措
置
は
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
で
は
、
こ
の

基
づ
く

の
意
味
が
問
題
に
な
り
、
上
級
委
員
会
は
、
リ
ス
ク
評
価
の

結
果
と
具
体
的
措
置
の
間
に

客
観
的
又
は
合
理
的
な
関
係

が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た

）
。
こ
れ
を

現
実
的
な
因
果

関
係

と
タ
イ
ト
に
捉
え
た
場
合
（
日
本
農
産
物
事
件
）、
五
条
一
項
は
、
因
果
関
係
の
厳
格
な
科
学
的
証
明
を
求
め
る
防
止
原
則
に

か
な
り
近
付
く
こ
と
に
な
る

）
。

E
C

バ
イ
テ
ク
事
件
で
は
、
こ
の
五
条
一
項
と
同
七
項
の
関
係
が
争
点
に
な
っ
た
。
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
措
置
と
暫
定
措
置
と

の
関
係
は
、
五
条
七
項
に
関
す
る
立
証
責
任
の
分
配
に
も
関
連
し
た
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
国
際
法
に
お
け
る
防
止
原
則
は
、
相
隣

関
係
を
前
提
と
し
た
因
果
関
係
の
科
学
的
な
証
明
を
被
害
国
に
要
求
す
る
（
ト
レ
イ
ル
溶
鉱
炉
事
件
仲
裁
判
決
）
た
め
、
必
然
的
に
事

後
救
済
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な
る

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
深
刻
な
又
は
回
復
不
可
能
な
損
害
リ
ス
ク
へ
の
予
防
的
対
応
が
求
め
ら
れ

る
時
は
、
防
止
原
則
の
場
合
よ
り
も
（
潜
在
的
）
被
害
国
の
証
明
負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

証
明
負
担
の
具
体
的
軽
減
方
法
に
つ
い
て
は
、
推
定
の
技
術
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
潜
在
的
）
被
害
国
の
主
張
事
実
の
真

実
性
を
推
認
す
る
方
法
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
証
明
責
任
自
体
を
（
潜
在
的
）
加
害
国
へ
転
換
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
ま
で

）
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
（
潜
在
的
）
加
害
国
が
証
明
す
る
の
は
無
害
性
又
は
安
全
性
で
あ
り
、
科
学
的
証
拠
の
不
十
分

さ
が
防
止
原
則
の
場
合
と
は
反
対
に
（
潜
在
的
）
被
害
国
に
有
利
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
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五
条
の
一
項
と
七
項
の
関
係
に
つ
い
て
、

E
C

バ
イ
テ
ク
事
件
の
パ
ネ
ル
は
、
後
者
を
前
者
の

例
外

と
し
て
位
置
付
け
た
豪

サ
ケ
事
件
パ
ネ
ル
の
立
場
を
覆
し
、
五
条
七
項
を
適
切
な
保
護
水
準
を
決
定
す
る
加
盟
国
の
自
律
的
権
利
（auto

n
o
m
o
u
s
rig

ht

）

を
保
障
し
た
規
定
と
位
置
付
け
た
。
そ
の
結
果
、
五
条
七
項
に
関
す
る
証
明
責
任
は
、
従
来
の
よ
う
な
援
用
国

）
（
日
本
り
ん
ご
事
件

パ
ネ
ル
）
で
は
な
く
、
被
援
用
国
（
申
立
国
）
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
条
の
一
項
と
七
項
の
関
係
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
後
者
に
お
け
る

科
学
的
証
拠
が
不
十
分
な
場
合

と
い
う
要

件
の
意
味
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
情
況
に
お
い
て
適
切
な

リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
こ
と
を
要
求
す
る
五
条
一
項
と

入
手
可
能

な
適
切
な
情
報

に
基
づ
く
暫
定
措
置
を
容
認
す
る
同
七
項
と
の
区
別
は
、
主
に
科
学
的
証
拠
が
不
十
分
か
ど
う
か
の
判
断
に
依
存

し
て
い
る
。
日
本
り
ん
ご
事
件
の
上
級
委
員
会
は
、

科
学
的
証
拠
が
不
十
分
な
場
合

と
い
う
文
言
を
五
条
全
体
の
文
脈
（
特
に

五
条
一
項
と
の
関
係
）
の
中
で
捉
え
、

入
手
可
能
な
科
学
的
証
拠
の
総
体
に
照
ら
し
て
、
五
条
一
項
が
要
求
し
且
つ
附
属
書

A
四
節

の
定
義
す
る
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
が
質
的
又
は
量
的
に
不
可
能
な

情
況
と
定
義
し
た

）
。
し
か
し
、
五
条
の
一
項
と
七
項
の

境
界
線
を
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
可
能
性
に
置
く
場
合
、
五
条
七
項
の
適
用
範
囲
は
著
し
く
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
適

切
な
リ
ス
ク
評
価
が
実
施
可
能
で
さ
え
あ
れ
ば
暫
定
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る

）
。

3

議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ

議
定
書
が
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
マ
ン
デ
ー
ト
で
大
筋
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、

マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、

L
M
O

輸
入
国
が
国
内
産
業
を
保
護
す
る
た
め
に
そ
れ
を
濫
用
す
る
事
態
を
憂
慮
し
、
そ
の
適
用
範
囲

の
限
定
と
発
動
要
件
の
厳
格
化
を
強
く
要
求
し
た
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、

A
I
A

手
続
の
適
用
範
囲
を
環
境
放
出
用

L
M
O

に

限
定
す
る
こ
と
及
び
輸
入
国
の
決
定
が
科
学
的
証
拠
に
依
拠
し
た
厳
格
な
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

交
渉
の
結
果
、
議
定
書
の
前
文
と
そ
の
目
的
を
定
め
た
一
条
に
お
い
て
リ
オ
宣
言
の
第
一
五
原
則
が
確
認
さ
れ
る
と
共
に
、
輸
入
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国
の
決
定
手
続
を
定
め
た
一
〇
条
の
六
項
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
瞭
な
形
で
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

L
M
Oが
輸
入
締
約
国
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
悪
影
響
（
人
の
健
康
に
対
す

る
危
険
も
考
慮
し
た
も
の
）
の
程
度
に
関
し
、
関
連
す
る
科
学
的
な
情
報
及
び
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
科
学
的
な
確
実
性
の
な
い
こ

と
は
、
当
該
輸
入
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
悪
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
に
す
る
た
め
、
適
当
な
場
合
に
は
、
当
該

L
M
Oの
輸
入
に
つ
い
て

…
［
輸
入
禁
止
な
ど
の
］
決
定
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

他
方
で
、
議
定
書
の

A
I
A

手
続
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
環
境
放
出
用

L
M
O

の
み
に
限
定
さ
れ
、
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

に
は

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
（
七
条
二
項
）。
た
だ
し
、
締
約
国
が
そ
の
国
内
法
令
等
に
従
っ
て
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

の
輸
入

の
可
否
を
決
定
す
る
際
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
す
る
権
利
は
保
障
さ
れ
て
い
る
（
一
一
条
八
項
）。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
が

自
国
の
国
内
規
制
の
枠
組
み

に
従
っ
て
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
輸
入
規
制
を
行
う
こ
と
は
、
議
定
書
上
、
可
能
で
あ
る

（
同
条
四
項
）。

右
の
よ
う
な
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
か
な
り
重
大
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
上

記
の

S
P
S

協
定
五
条
七
項
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
両
者
の
間
に
は
、
発
動
要
件
、
適
用
要
件
並
び
に
立
証
責
任
の
分
配
と
い
っ
た

点
で
、
明
白
な
齟
齬
が
看
取
さ
れ
る
。

第
一
の
相
違
は
、
両
者
の
発
動
要
件
の
相
違
、
具
体
的
に
言
う
と
科
学
的
不
確
実
性
を
発
動
要
件
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
に
あ
る
。
日
本
り
ん
ご
事
件
の
上
級
委
員
会
は
、

S
P
S

協
定
五
条
七
項
の
文
言
の
明
晰
性
を
根
拠
に
し
て
科
学
的
証
拠
の
不
十

分
さ
と
科
学
的
不
確
実
性
と
の
互
換
性
を
否
定
し
、

科
学
的
証
拠
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
科
学
的
に
未
解
決
な
点
が
残
っ

て
い
る

（
日
本
政
府
の
主
張
）
と
い
う
意
味
で
の
科
学
的
不
確
実
性
に
よ
っ
て
暫
定
措
置
を
発
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た

）
。

他
方
、
議
定
書
の
下
で
は
、

関
連
す
る
科
学
的
な
情
報
及
び
知
識
が
不
十
分
で
あ
る

た
め
に
生
物
多
様
性
に
及
ぼ
す
悪
影
響
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の
程
度
に
関
し
て
科
学
的
不
確
実
性
が
残
る
場
合
に
は
、
そ
の
輸
入
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

S
P
S

協
定
の

五
条
七
項
が
科
学
的
証
拠
の
不
十
分
さ
の
た
め
に
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
で
き
な
い
場
合
に
限
っ
て
適
用
可
能
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
た
後
に
科
学
的
不
確
実
性
が
残
る
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
可
能

と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
。

第
二
は
、
五
条
七
項
が
予
防
的
輸
入
規
制
を
暫
定
措
置
と
し
て
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る

）
。
確
か
に
、
議
定
書

の
下
で
も
、
新
た
な
科
学
的
情
報
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
、
輸
入
国
が
自
発
的
に
決
定
を
再
検
討
し
た
り
、
輸
出
国
が
決
定

の
再
検
討
を
輸
入
国
に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
二
条
一
・
二
項
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
五
条
七
項
の
よ
う
に
、

一
層
客
観

的
な
リ
ス
ク
評
価
の
た
め
に
必
要
な
追
加
の
情
報
を
得
る

こ
と
や

適
当
な
期
間
内

に
再
検
討
を
行
う
こ
と
を
法
的
に
義
務
付

け
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
五
条
七
項
は
、
議
定
書
よ
り
も
強
い

リ
ス
ク
客
観
化
の
継
続
的
義
務

を
加
盟
国
に
課

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
の
相
違
点
は
、
立
証
責
任
の
分
配
方
法
に
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
五
条
七
項
に
関
す
る
証
明
責
任
（
客
観
的
立
証
責
任
）
は

被
援
用
国
（
申
立
国
）
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
主
張
事
実
に
は
真
実
性
が
推
定
さ
れ
る
（
一
応

の
証
明

）
）。
こ
れ

は
、
間
接
証
拠
に
経
験
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
要
事
実
を
推
認
す
る

事
実
上
の
推
定

又
は

裁
判
上
の
推
定

と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
証
明
責
任
は
申
立
国
に
帰
属
し
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
事
実
に
有
利
な
推
定
が
行
わ
れ
る
分
だ
け
申
立
国

の
証
明
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
議
定
書
に
関
し
て
は
、
明
文
規
定
に
よ
っ
て
証
明
責
任
が
輸
出
国
に
課
せ
ら

れ
る
（
一
五
条
な
ど
）
と
共
に
、
科
学
的
知
見
の
不
一
致
を
も
っ
て
リ
ス
ク
の
有
無
を
推
認
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
附
属

書
Ⅲ
四
節
）
た
め
に
、
推
定
の
技
術
を
採
用
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
相
違
に
照
ら
す
と
、
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

S
P
S

協
定
の
予
防
原
則
を
よ
り

純
化

又
は

強
化

し

た
も
の
と
言
え
よ
う

）
。
た
だ
し
、
議
定
書
に
お
け
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適
用
は
、
輸
入
国
の
義
務
で
は
な
く
、

適
当
な
場
合
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に
は

輸
入
規
制
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
い
う
意
味
で
輸
入
国
の
権
利
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
点
で
の
脆
弱
性
が
認
め
ら
れ
る

）。

五

W
T
O協
定
と
の
関
係

議
定
書
の
起
草
過
程
で
最
後
に
残
っ
た
難
題
は
、
関
連
す
る
他
の
条
約
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
議
定
書
に
関
連
し
た
条
約
と
し
て

は
国
連
海
洋
法
条
約
（
議
定
書
の
二
条
三
項
）
や

W
H
O

協
定
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
交
渉
当
事
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は

W
T
O

協
定
、
取
り
分
け

S
P
S

協
定
で
あ
っ
た
。

W
T
O

協
定
と
の
関
係
を
巡
る
対
立
は
、
議
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
る
予
防
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
革
新
的
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
連
れ
て
、
次
第
に
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1

抵
触
条
項

議
定
書
と

S
P
S

協
定
と
の
間
で
抵
触
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
両
者
が
同
一
の
事
項
に
つ
い
て
規
制
し
て
い

る
こ
と
、
つ
ま
り
両
者
の
規
制
対
象
の
少
な
く
と
も
一
部
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
議
定
書
が

生
物
の
多
様
性
の

保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用

を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

S
P
S

協
定
は
、
加
盟
国
の

人
、
動
物
又
は
植
物
の
生
命
又

は
健
康
を
保
護
す
る
措
置

（

S
P
S措
置
）
の
国
際
的
調
和
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
議
定
書
に
基
づ
く
生
物
多
様

性
保
全
を
目
的
と
し
た
貿
易
制
限
措
置
は

S
P
S

協
定
の
対
象
外
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
説
も
見
ら
れ
る

）
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
参
考
に
な
る
の
が
、

E
C

バ
イ
テ
ク
事
件
で
あ
る
。
同
事
件
で
は
、

E
C

の
定
め
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物

（

G
M
O）
の
承
認
手
続
が

S
P
S

措
置
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
た
。

E
C

は
、
関
係
法
令
の
内
で
生
物
多
様
性
を
含

む
環
境
全
般
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
特
定
動
植
物
の
生
命
又
は
健
康
の
保
護
を
目
的
と
し
た

S

P
S

協
定
で
は
な
く
、

T
B
T

協
定
（
貿
易
の
技
術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
）
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た

）
。
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そ
こ
で
、
最
初
に
、

E
C

の
関
係
法
令
の
内
で
環
境
保
護
を
目
的
と
し
た
規
定
が

S
P
S

協
定
の
対
象
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
排

除
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
パ
ネ
ル
は
、
す
べ
て
の
環
境
保
護
措
置
が
必
ず
し
も

S
P
S

措
置
で
な
い
こ
と
（
例
え
ば
、

空
気
汚
染
防
止
措
置
は
植
物
の
生
命
と
健
康
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
決
し
て

S
P
S措
置
で
は
な
い
）
を
指
摘
す
る
一
方
で
、

E
C

の
関
係
法
令
が

環
境
保
護
目
的
の
一
部
と
し
て
動
植
物
の
健
康
保
護
を
目
指
し
て
い
る

と
認
定
し
た

）
。

右
の
よ
う
に
環
境
保
護
措
置
が

S
P
S

協
定
の
対
象
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
排
除
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
次
に
、

E
C

の

G
M
O

承
認
手
続
が

S
P
S

協
定
の
附
属
書

A
に
掲
げ
る
、
措
置
の
目
的
（
一
節
の

a
│

d）、
形
式
（
法
令
）
及
び
性
質
（
要
件
・
手
続
）

と
い
う

S
P
S

措
置
の
基
準
を
充
た
す
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
の
う
ち
、
特
に
議
論
に
な
っ
た
の
は
措
置
の
目

的
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
は
、
除
草
剤
耐
性
農
作
物
、
害
虫
抵
抗
性
農
産
物
さ
ら
に
は
抗
生
物
質
耐
性
マ
ー
カ
ー
遺
伝
子
（
遺
伝
子
組
換
え
実
験
の

成
功
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
目
印
と
し
て
使
用
さ
れ
る
）
が
生
物
多
様
性
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

こ
れ
ら
は
、

有
害
動
植
物
の
侵
入
、
定
着
又
は
ま
ん
延
に
よ
る
他
の
損
害

（
附
属
書

A一
節

d）
で
は
な
く
、
具
体
的
に
、
動
植

物
の
生
命
又
は
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る

有
害
動
植
物

（
一
節

a）、
飲
食
物
に
含
ま
れ
る

添
加
物

や

毒
素

（
食
品
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
）（
一
節

b）
に
該
当
す
る
と
言
う
。
こ
う
し
た
パ
ネ
ル
の
解
釈
に
照
ら
す
と
、
議
定
書
に
基
づ
く
生
物
多
様
性
保
全
目

的
の

L
M
O

の
輸
入
制
限
が

S
P
S

措
置
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

）
。

議
定
書
と

S
P
S

協
定
の
規
制
対
象
が
重
複
す
る
場
合
、
両
者
が
相
反
す
る
理
念
・
政
策
目
標
を
掲
げ
る
か
又
は
相
互
に
排
他
的

な
義
務
を
課
し
て
い
る
と
き
に
、
衝
突
又
は
抵
触
（co

nflict

）
の
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
交
渉
中
に
議
定
書
の
予
防
的

ア
プ
ロ
ー
チ
と

S
P
S

協
定
の
予
防
原
則
と
の
乖
離
が
明
ら
か
に
な
る
に
連
れ
て
、

S
P
S

協
定
と
の
抵
触
を
回
避
す
る
た
め
の
条

項
、
い
わ
ゆ
る

抵
触
条
項

（co
nflict

cla
u
se

）
が
重
大
な
交
渉
議
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

S
P
S

協
定
に
優
先
適
用
さ
れ
る
事
態
を
憂
慮
し
、
い
わ
ゆ
る
後
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法
原
則
の
適
用
を
明
確
に
排
除
す
る
抵
触
条
項
を
盛
り
込
も
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
米
国
は
、

議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
（
現

行
）
条
約
に
基
づ
く
国
家
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
い
う
内
容
の
適
用
除
外
規
定
（sa

vin
g
cla

u
se

）
を
提
案

し
て
い
る

）
。

他
方
で
、

E
U

は
、
議
定
書
の
交
渉
途
次
で
の

E
C

ホ
ル
モ
ン
事
件
の
敗
訴
確
定
と
バ
イ
テ
ク
産
品
承
認
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
巡
る

米
国
等
と
の
軋
轢
か
ら
、
後
法
原
則
の
適
用
に
よ
る
議
定
書
の
優
先
的
適
用
又
は
少
な
く
と
も

S
P
S

協
定
と
の
同
等
性
を
確
保
し

よ
う
と
し
た

）
。

E
U

の
具
体
的
提
案
は
、
議
定
書
が

現
行
の
国
際
協
定
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
締
約
国
の
権
利
の
行
使
及
び
義
務
の
履
行
が
生
物
の
多
様
性
に
重
大
な
損
害
又
は
脅
威
を
与
え
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

と
規
定
す
る
生
物
多
様
性
条
約
二
二
条
一
項
と
同
じ
内
容
の
抵
触
条
項
を
挿
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

W
T
O

協
定
と
の
関
係
を
巡
る
交
渉
は
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
巡
る
交
渉
と
も
絡
ん
で
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
調
整

グ
ル
ー
プ
の
提
案
を
基
礎
に
し
た
妥
協
案
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
再
会
合
最
終
日
の
翌
日
早
朝
に
な
っ
て
漸
く
受
け
入
れ
ら
れ
た

）
。
そ

の
内
容
は
、
一
九
九
八
年
九
月
一
〇
日
に
採
択
さ
れ
た

P
I
C

条
約
の
解
決
方
法
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。2

相
互
支
持
の
原
則

議
定
書
の
前
文
で
は
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
の
主
張
に
沿
っ
て
、
議
定
書
が

W
T
O

協
定
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
義
務
を

変
更

し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
（
一
〇
節
）
一
方
で
、

E
U

の
主
張
に
基
づ
い
て
、
議
定
書
が

W
T
O

協
定
に

従
属

し

な
い
こ
と
（
一
一
節
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
変
性
と
同
等
性
は
議
定
書
と

W
T
O

協
定
の

共
存

を
保
障
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
文
の
九
節
に
は
、
単
な
る
消
極
的
中
立
性
の
理
念
を
超
え
た
注
目
す
べ
き
原
則
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
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W
T
O

協
定
と

M
E
A

が
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
た
め
に

相
互
支
持
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
原
則
で
あ
る
。

こ
の
相
互
支
持
（m

utu
al

s
u
p
p
ortiv

e
n
ess

）
原
則
は
、

P
I
C

条
約
の
前
文
に
謳
わ
れ
た
相
互
補
完
原
則
を
発
展
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
相
互
支
持
の
理
念
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た

W
T
O

の
第
四
回
閣
僚
会
議
で

W
T
O

と

M
E
A

の
貿
易
規
則
と
の
関
係
に
関
す
る
交
渉
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
（
三
一
節
）
の
を
皮
切
り
に
、
食
料
農
業
植
物
遺
伝
資
源
条
約
（
二

〇
〇
四
年
）
の
前
文
と
文
化
的
表
現
多
様
性
条
約
（
二
〇
〇
七
年
）
の
二
〇
条
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
起
草
過
程
に
お
い
て

W
T
O

協
定
と
の
関
係
が

主
要
な
対
立
点

に
な
っ
た
が
（
い
わ
ゆ
る

貿
易
と
文
化

の
問
題
）、
相

互
支
持
原
則
が
従
来
の
よ
う
な
前
文
で
は
な
く
本
文
中
に
謳
わ
れ
て
い
る
点
及
び
相
互
補
完
原
則
と
区
別
さ
れ
て
い
る
点
で
、
重
大

な
革
新
が
見
ら
れ
る

）
。

文
化
的
表
現
多
様
性
条
約
で
は
、
相
互
補
完
と
相
互
支
持
の
具
体
的
相
違
点
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
シ
ャ
ズ
ル
ヌ
は
、
そ

れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
相
互
補
完
は
、
関
係
条
約
が
共
通
の
目
的
（
例
え
ば
、
貿
易
と
環
境
を
調
和
す
る
持
続
可
能
な
開

発
）
を
掲
げ
て
い
る
場
合
、
そ
の
目
的
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
関
係
条
約
を
調
和
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
レ
ジ
ー
ム
間
の
一
体
的
凝
集
性
（la

co
h
e
´
re

n
ce

co
n
s
u
bsta

ntielle

）
を
も
た
ら
す
こ
と
ま
で
想
定
し
て
お
ら
ず
、
単
に

条
約
の
調
和
的
解
釈
を
通
じ
た

積
極
的
中
立
性

の
確
保
を
目
指
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
相
互
支
持
は
、
法

的
な
相
互
浸
透
を
図
る
こ
と
で
規
範
的
制
度
的
に
孤
立
し
た
レ
ジ
ー
ム
を
架
橋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
レ
ジ
ー
ム
の
一
体
的
凝
集

性
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
統
合
（la

d
e
´
fra

g
m
e
ntatio

n

）
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る

）
。

3

相
互
支
持
原
則
の
有
効
性

相
互
支
持
の
原
則
は
、
近
年
、
相
互
補
完
原
則
を
超
え
る
、
よ
り
積
極
的
な
抵
触
回
避
方
法
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
議
定
書
と

W
T
O

協
定
の
抵
触
問
題
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
最
も
高
い
紛
争
、
つ
ま
り
議
定
書
締
約
国
で
な
い

W
T
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O
加
盟
国
（
特
に
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ）
）
と
議
定
書
締
約
国
で
あ
る

W
T
O

加
盟
国
と
の
紛
争
に
お
い
て
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
由

来
す
る
以
外
に
規
範
的
内
容
が
あ
ま
り
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
相
互
支
持
原
則
に
、
ど
の
程
度
の
抵
触
回
避
機
能
を
期
待
で
き
る
で

あ
ろ
う
か

）
。

シ
ャ
ズ
ル
ヌ
は
、
相
互
支
持
原
則
か
ら
派
生
す
る
条
約
の
解
釈
方
法
と
し
て
、
非
抵
触
の
推
定
と
系
統
的
統
合
の
原
則
を
挙
げ
て

い
る
。
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
と
議
定
書
締
約
国
で
あ
る

W
T
O

加
盟
国
と
の
紛
争
は
、

W
T
O

の
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い

）
。
そ
の
場
合
、
非
抵
触
推
定
と
系
統
的
統
合
の
原
則
は
、
レ
ジ
ー
ム
間
の
凝
集
・
統
合
機
能
を
有
効
に
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か

）
。

先
ず
、
非
抵
触
の
推
定
（pres

u
m
ptio

n
a
g
ain

st
co

nflict

）
と
は
、
条
約
間
の
抵
触
が
潜
在
的
で
あ
る
場
合
に
は
可
能
な
限
り

推
定
の
技
術
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
条
約
を
調
和
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
も
の
で
、

W
T
O

で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
車
事
件

と
ト
ル
コ
衣
服
輸
入
制
限
事
件
の
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

W
T
O

協
定
が

同
じ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
同
時
に

交
渉

さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
そ
れ
ら
が

単
一
の
合
意

で
あ
る
と
い
う
事
実
が
採
用
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
る
と
、

パ
ネ
ル
と
上
級
委
員
会
が
同
じ
レ
ジ
ー
ム
に
属
す
る

W
T
O

協
定
間
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
さ
ら
に

W
T
O

協
定
と

M
E
A

と
の
間

に
ま
で
非
抵
触
を
推
定
す
る
と
い
う
情
況
は
考
え
難
い
。

次
に
、
系
統
的
統
合
（sy

ste
m
ic

inte
g
ratio

n

）
の
原
則
と
は
、
条
約
の
規
定
を
、
そ
の
背
景
に
あ
る
広
汎
な

一
体
的
且
つ
有

意
な
国
際
法
体
系

へ
系
統
的
に
関
連
付
け
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

E
C

バ
イ
テ
ク
事
件
で
は
、

S
P
S

協
定
を
解

釈
す
る
際
に
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
三
一
条
三
項
（

c
）
の

当
事
国
の
間
の
関
係
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
関
連
規

則

と
し
て
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
特
に

当
事
国

の
意
味
が
問

題
に
な
っ
た
が
、
パ
ネ
ル
は
、
そ
れ
を
紛
争
当
事
国
又
は
そ
の
一
部
で
は
な
く
、

W
T
O

の
全
加
盟
国
と
捉
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、

W
T
O

に
お
い
て

他
の
関
連
条
約

を
解
釈
基
準
と
す
る
た
め
に
は
、

W
T
O

の
全
加
盟
国
が
関
連
条
約
の
締
約
国
で
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
。
か
よ
う
に
厳
格
な
解
釈
は
、

W
T
O

協
定
の
解
釈
基
準
と
し
て
他
の
関
連
条
約
を
参
照
す
る
こ

と
を
実
際
上
ほ
ぼ
不
可
能
に
し
、

W
T
O

を

自
立
し
た
孤

）
島

或
い
は

自
己
完
結
的
な
レ
ジ
ー
ム

と
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る

）
。

六

お
わ
り
に

議
定
書
は
、

L
M
O

の

環
境
上
適
正
な
管
理
（en

viro
n
m
e
ntally

so
u
n
d
m
a
n
a
g
e
m
e
nt

）
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
行

動
計
画

ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
一

の
一
六
章
）
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
越
境
移
動
時
に
お
け
る

事
前
の
情
報
に
基
づ
く
合
意

（

A
I
A）
の
手
続
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
議
定
書
の
中
核
を
成
す
の
は
正
に
当
該
手
続
で
あ
り
、
そ
の
中
で
予
防
的
輸
入
制
限

を
具
体
的
に
保
障
し
た
点
に
議
定
書
の
最
大
の
革
新
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
定
書
は
、

L
M
O

輸
出
国
と

発
展
途
上
国
及
び

E
U

と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
実
効
性
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
重
大
な
課
題
を
残
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
議
定
書
の

A
I
A

手
続
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
厳
し
い
交
渉
の
末
、
当
該
手
続
は
、
今
後
重
要
性

が
増
す
と
思
わ
れ
る
バ
イ
テ
ク
医
薬
品
、
発
展
途
上
国
の
危
惧
し
た

L
M
O

の
閉
鎖
的
利
用
、
さ
ら
に

L
M
O

貿
易
の
大
半
を
占
め

る
食
料
・
飼
料
用

L
M
O

な
ど
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
は
、

W
T
O

協
定
と
の
曖
昧
な
関
係
で
あ
る
。
議
定
書
の
下
で
の
予
防
的
な
貿
易
制
限
措
置
は
、
輸
入
国
の
義
務
で
は
な
く
、

そ
の
権
利
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
現
実
に
問
題
と
な
る
の
は
、

W
T
O

に
加
盟
す
る
議
定
書
締
約

国
が
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
て
か
か
る
権
利
を
現
実
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

確
か
に
、
議
定
書
の
前
文
に
は
、

W
T
O

と

M
E
A

の
共
存
又
は
中
立
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
両
者
の
法
的
凝
集
性
ま
で
視
野
に
入
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れ
た
相
互
支
持
の
原
則
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
原
則
の
具
体
的
な
規
範
内
容
が
今
な
お
不
明
確
で
あ
る
た
め
、

そ
の
抵
触
回
避
機
能
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
議
定
書
と

W
T
O

協
定
が
規
範
的
制
度
的
に
跛

行
状
態
に
あ
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
規
範
的
跛
行
性
と
は
、
議
定
書
が
予
防
的
輸
入
制
限
措
置
の
発
動
を
単
に
許
容
す
る

に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、

S
P
S

協
定
が
科
学
的
正
当
化
の
義
務
を
課
し
て
い
る
点
を
、
制
度
的
跛
行
性
と
は
、
議
定
書
の
紛
争

解
決
手
続
が

紛
争
の
友
誼
的
解
決

を
目
指
す
義
務
的
調
停
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、

W
T
O

が
強
制
的
な
準
司
法
手
続
を
具

備
し
て
い
る
点
を
指
す
。

か
よ
う
な
跛
行
性
に
照
ら
す
と
、

W
T
O

に
加
盟
す
る
議
定
書
締
約
国
と
し
て
は
、
実
際
上
、

S
P
S

協
定
の
ハ
ー
ド
な
義
務
と

の
抵
触
リ
ス
ク
及
び

W
T
O

の
ハ
ー
ド
な
紛
争
解
決
手
続
を
回
避
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
勿
論
の
こ
と
、
議
定
書

締
約
国
で
あ
る

W
T
O

加
盟
国
に
対
し
て
も
、
議
定
書
に
基
づ
く
予
防
的
措
置
を
自
己
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

）
。

こ
う
し
た
情
況
に
お
い
て
は
、
確
か
に
議
定
書
と

S
P
S

協
定
と
の
抵
触
問
題
は
顕
在
化
し
な
い
も
の
の
、
議
定
書
の
実
効
性
は
著

し
く
毀
損
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
1
）

I
S
A
A
Aの

H
P

«
http://

w
w
w.

isaa
a.

or
g/»

を
参
照
。

（
2
）

N
A
S
S（
米
農
務
省
農
業
統
計
局
）
の

H
P

«
http://

w
w
w.

n
ass.

u
sd

a.
g
o
v/»

を
参
照
。

（
3
）A.

K
o
m
in

dr,
T
o
L
a
b
el

or
N
ot

to
L
a
b
el:

L
e
v
elin

g
th

e
T
ra
din

g
Field,

in
E.

B.
W
eiss

a
n
d
J.

H.
Jac

k
so

n
e
ds.,

,
2
0
01,

p
p.
6
7
8
‐6
7
9.

（
4
）

E
Uの
法
令
で
は

G
M
O（G

e
n
etically

M
o
difie

d
O
r
g
a
nis

m

）
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
遺
伝
子
工
学
的
側

面
を
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
米
国
の
主
張
に
配
慮
し
、
議
定
書
で
は
、
そ
の
生
物
性
を
強
調
し
た

L
M
O
（Livin

g
M
o
difie

d

O
r
g
a
nis

m

）
の
用
語
が
採
用
さ
れ
た
。A.

G
u
pta,

C
reatin

g
a
G
lo
b
al

Biosafety
R
e
gi

m
e,

‑

,
2
(2
00
0)

1/2/3,
p.
2
08.
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（
5
）L.

B.
d
e
C
h
azo

u
r
n
es

et
M.

M.
M
b
e
n
g
u
e,

A`
P
ro

p
os

d
u
P
rin

cip
e
d
u
S
o
utie

n
M
utu

el‐
L
es

R
elatio

n
s
e
ntre

le

P
rotocole

d
e
C
arta

g
e
n
a
et

les
A
ccords

d
e
l'
O
M
C,

,
1
11

(2
0
07)

4,
p
p.

83
7‐
8
3
8.

（
6
）A.

G
u
pta,

G
o
v
er
nin

g
T
ra
d
e
in

G
e
n
etically

M
o
difie

d
O
r
g
a
nis

m
s:

T
h
e
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafety,

,
4
2
(2
00
0)

4,
p.
2
4.

（
7
）A.

G
u
pta,

o
p.

cit.(
n
ote4),

p
p.
20
8‐
2
0
9.

（
8
）

議
定
書
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
が
詳
し
い
。R.

M
ac

k
e
n
zie

et
al.,

‑

(
h
erein

after
),

I
U
C
N
E
n
viro

n
m
e
ntal

P
olic

y
a
n
d
L
a
w
P
a
p
er

N
o.

46,
I
U
C
N

E
n
viro

n
m
e
ntal

L
a
w

C
e
ntre,

2
00
3,

p
p.
1
‐
5;

S
ecretariat

of
th

e
C
o
n
v
e
ntio

n
o
n
Biolo

gical
D
iv
ersity,

(
h
erein

after
),

2
003,

p
p.
9
‐
1
3;

A.
G
u
pta,

o
p.

cit.
(

n
ote

6),
p
p.
2
4
‐
27;

«
http://

w
w
w.

iisd.
ca/

bio
div/»;

C
h.
B
ail

et
al.

e
ds.,

‑

,
2
0
02,

p
p.
3
‐
75.

（
9
）A.

G
u
pta,

o
p.

cit.(
n
ote6),

p.
2
4.

（
10
）

米
国
政
府
は
、
リ
オ
で
は
、
知
的
所
有
権
の
保
護
、
技
術
移
転
及
び
資
金
援
助
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
生
物
多
様
性
条
約

に
署
名
し
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
誕
生
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
一
九
九
三
年
六
月
四
日
に
署
名
し
た
も
の
の
、
上
院
が
批
准
を
拒
否

し
た
ま
ま
で
あ
る
。

«
http://

w
w
w
w.

state.
g
o
v/
r/
p
a/
h
o/
p
u
bs/8

5
24.

ht
m».

そ
の
た
め
、
米
国
は
、
議
定
書
の
交
渉
に
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
の
資
格
で
参
加
し
た
。

（
11
）

ジ
ャ
マ
イ
カ
・
マ
ン
デ
ー
ト
は
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
条
件
と
し
て
、
生
物
多
様
性
条
約
の
範
囲
を
越
え
な
い
こ
と
、
同
じ
領
域

の
他
の
国
際
法
文
書
を
無
効
に
し
た
り
そ
れ
ら
と
重
複
し
な
い
こ
と
、
再
検
討
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
け
る
こ
と
、
効
率
的
且
つ
効
果
的
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
バ
イ
テ
ク
の
研
究
開
発
へ
の
不
必
要
な
悪
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
移
転
を
不
当
に

妨
げ
な
い
こ
と
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。Co

nfere
n
ce

of
th

e
P
arties

to
th

e
C
o
n
v
e
ntio

n
o
n
Biolo

gical
D
iv
ersity,

‑

Ⅱ
,

A
n
n
e
x,

p
ara.

5.
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（
12
）

五
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
関
し
て
は
、A.

C
osb

e
y
a
n
d
S.

B
u
r
giel,

T
h
e
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafety:

A
n

A
n
aly

sis
of

R
es
ults,

IIS
D(

h
erein

after
),

p
p.
4
‐
7;

C
h.

B
ail

et
al.

e
ds.,

.,
p
p.
95
‐2
17

を
参
照
。

（
13
）A.

G
u
pta,

o
p.

cit.(
n
ote6),

p.
3
0;

R.
F
alk

n
er,

R
e
g
ulatin

g
Biotec

h
T
ra
d
e:

T
h
e
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n

Biosafety,
,
7
6
(20

0
0)

2,
p.
31
0.

（
14
）

カ
ル
タ
ヘ
ナ
会
合
か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
再
会
合
ま
で
の

L
M
Oに
係
る
政
治
的
文
脈
の
重
大
な
変
化
と
し
て
は
、
米
国
内
で
も

L

M
Oに
対
す
る
市
民
の
不
安
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
の
中
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
が

L
M
O産
品
の

表
示
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
、
世
界
的
規
模
の
大
手
食
品
会
社
が

L
M
Oフ
リ
ー
食
品
の
販
売
を
宣
明
し
始
め
た
こ
と
、

E
Uが

L
M
O

の
承
認
手
続
を
停
止
し
た
こ
と
、

W
T
Oの
シ
ア
ト
ル
閣
僚
会
議
が
環
境

N
G
Oな
ど
の
抗
議
行
動
に
よ
っ
て
失
敗
に
帰
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。A.

G
u
pta,

o
p.

cit.(
n
ote6),

p.
2
7.

（
15
）R.

P
o
m
era

n
ce,

T
h
e
Biosafety

P
rotocol:

C
arta

g
e
n
a
a
n
d
B
e
y
o
n
d,

,
8
(2
0
0
0)

3,
p
p.
6
1
4

a
n
d6
1
9.

（
16
）T.

P.
Ste

w
art

a
n
d
D.

S.
Jo

h
a
n
so

n,
A

N
e
x
u
s
of

T
ra
d
e
a
n
d
th

e
E
n
viro

n
m
e
nt:

T
h
e
R
elatio

n
s
hip

b
et

w
ee

n
th

e

C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafety

a
n
d
th

e
S
P
S
A
g
ree

m
e
nt

of
th

e
W
orld

T
ra
d
e
O
r
g
a
nizatio

n,

,
1
4
(2
00
3)

1,
p.
3.

（
17
）

B
C
H（Biosafety
Cle

arin
g‐

H
o
u
se

）
は
、

L
M
Oに
関
す
る
科
学
技
術
、
環
境
及
び
法
律
上
の
情
報
交
換
の
促
進
と
支
援

を
目
的
に
、
生
物
多
様
性
条
約
一
八
条
三
項
に
定
め
る
情
報
交
換
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
締
約
国
の
関
係
法

令
、
関
連
す
る
国
際
協
定
、
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
、
輸
入
の
可
否
に
関
す
る
締
約
国
の
最
終
的
決
定
な
ど
の
情
報
（
秘
密
情
報
を
除
く
）

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
条
）。
議
定
書
の
交
渉
中
、
先
進
国
か
ら
は
単
純
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
情
報
集
積
所
）
と
す
る

案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
発
展
途
上
国
の
主
張
し
た
ク
リ
ア
リ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
（
情
報
交
換
所
）
│

情
報
提
供
者
が
責
任
を

負
う
分
権
的
交
流
制
度

（
条
約
事
務
局
の
定
義
）
│
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
18
）P

a
n
el

R
e
p
ort

o
n
Ja
p
a
n
ese

M
e
as
u
res

o
n
I
m
p
orts

of
L
e
ath

er,
L/56

23,
B
IS

D3
1

S/9
4,

15/1
6

M
a
y1
984,

p
aras.

17
a
n
d44.
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（
19
）

越
境
移
動
時
の
添
付
書
類
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
三
回

C
O
P・

M
O
Pで
大
筋
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。
生
物
多
様
性
条
約
の

H
P

«
http://

w
w
w.
c
b
d.
int/

biosafety/
iss

u
es/

h
a
n
dlin

g/
s
ht

m
l»

を
参
照
。

（
20
）

,
p
p.
11
‐
12.

（
21
）A.

G
u
pta,

o
p.

cit.(
n
ote6),

p
p.
30
‐3
1.

（
22
）P.‐

T.
Stoll,

C
o
ntrollin

g
th

e
R
is
k
s
of

G
e
n
etically

M
o
difie

d
O
r
g
a
nis

m
s:

T
h
e
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafe‑

ty
a
n
d
th

e
S
P
S
A
g
re
e
m
e
nt,

,
1
0
(2
0
00),

p.
97.

（
23
）

予
防
原
則
の
起
源
と
そ
の
発
展
経
過
に
つ
い
て
は
、D.

F
re
esto

n
e
a
n
d
E.

H
e
y,

O
rigin

s
a
n
d
D
e
v
elo

p
m
e
nt

of
th

e
P
re‑

ca
utio

n
ar
y
P
rin

ciple,
in

D.
F
re
esto

n
e
a
n
d
E.

H
e
y
e
ds.,

,
1
9
9
6,

p
p.
5
‐1
2;

A.
T
ro

u
w
b
orst,

,
2
0
0
2,

p
p.
1
6
‐
3
1

を
参
照
。
予
防
原
則
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
附
属

A・

Bに
詳
し
い
。

（
24
）A.

K
iss,

T
h
e
R
ig

hts
a
n
d
Interests

of
F
utu

re
G
e
n
eratio

n
s
a
n
d
th

e
P
reca

utio
n
ar
y
P
rin

ciple,
in

D.
F
re
esto

n
e

a
n
d
E.

H
e
y
e
ds.,

.,
p
p.
27
‐
2
8;

A.
T
ro

u
w
b
orst,

.,
p
p.
35
‐
4
4.

た
だ
し
、
予
防
原
則
は
、
防
止
原
則
と
対
峙
す
る

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
後
者
の

最
も
発
展
し
た
形
態

（A.
K
iss

）
又
は
そ
の
補
完
又
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
（A.

T
ro

u
w
b
orst

）
と

考
え
ら
れ
る
。

（
25
）P

h.
S
a
n
ds,

Inter
n
atio

n
al

L
a
w
in

th
e
Field

of
S
u
stain

a
ble

D
e
v
elo

p
m
e
nt,

,
19
9
4,

p.
3
46;

M.
‐

B.
P
ascale,

L
e
P
rin

cip
e
d
e
P
re
´
ca

utio
n
e
n
D
roit

Inter
n
atio

n
al

d
e
l'
E
n
viro

n
n
e
m
e
nt,

.,
1
0
3
(1
99
9)

3,
p.
6
52.

（
26
）E

C‐
M
e
as
u
res

co
n
cer

nin
g

M
eat

a
n
d

M
e
at

P
ro

d
u
cts(

h
erein

after
E
C‐

H
or

m
o
n
es),

W
T/

D
S2
6/

A
B/

R/
U
S,

p
aras.

1
6

a
n
d4
3.

欧
州
委
員
会
の
環
境
担
当
委
員

M・
ヴ
ァ
ル
ス
ト
レ
ム
は
、

環
境
政
策
に
関
す
る

E
Uと
米
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
題
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
講
演
に
お
い
て
、
環
境
問
題
を
巡
る
大
西
洋
間
の
軋
轢
の
一
つ
に
予
防
原
則
を
挙
げ
、
当
該
原
則
に
関
す
る

米
国
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
委
員
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（Co

m
m
u
nicatio

n
fro

m
th

e
C
o
m
m
issio

n
o
n
th

e
P
reca

utio
n‑

ar
y
P
r
n
ciple,

(
)

）
を
公
表
し
た
こ
と
、
欧
米
対
立
の
背
景
に
は
、
米
国
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
政
治
体
制
の

相
違
（

E
Uで
は
連
合
政
権
が
多
く
、
五
構
成
国
で
緑
の
党
が
連
合
政
権
に
参
加
し
て
い
る
）、
環
境
に
対
す
る
市
民
の
感
受
性
の
相
違

カルタヘナ議定書を巡る 貿易と環境 の問題
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（
欧
米
の
世
論
調
査
を
比
較
す
る
と
、
環
境
問
題
に
対
す
る
米
国
市
民
の
関
心
が
低
い
）、
食
文
化
の
相
違
（
欧
州
の
消
費
者
は
食
の
安
全

に
極
め
て
敏
感
）、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
受
容
性
の
相
違
（
米
国
で
は
強
い
信
頼
感
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。M

ar
g
ot

W
all‑

stro
¨

m,
E
U

a
n
d

U
S

A
p
pro

ac
h
es

to
E
n
viro

n
m
e
nt

P
olic

y"
to

E
u
ro

p
e
a
n

In
stitute

W
as
hin

gto
n

D
C,

S
p
eec

h/02/18
4,

25
A
pril2

0
02.

（
27
）A.

T
ro

u
w
b
orst,

.,
p.
5.

（
28
）

拙
稿

E
Cの
ホ
ル
モ
ン
牛
肉
輸
入
制
限
事
件
に
つ
い
て
（
二
・
完
）
│

W
T
Oに
お
け
る
自
由
貿
易
と
健
康
保
護
│

法
学
研
究

七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
九
│
七
〇
頁
。

（
29
）

拙
稿

E
Cバ
イ
テ
ク
事
件
に
つ
い
て
│

W
T
Oに
お
け
る
自
由
貿
易
と
健
康
・
環
境
保
護
の
相
克
│

法
学
研
究
八
〇
巻
七
号

（
二
〇
〇
七
年
）
一
二
七
│
一
二
八
頁
。

（
30
）E

C‐
H
or

m
o
n
es,

W
T/

D
S2
6/

R/
U
S,

p
ara.

8.
15
7.

（
31
）S.

M
aljea

n‐
D
u
b
ois,

R
e
g
ulatin

g
Inter

n
atio

n
al

G
M
O
s
T
ra
d
e:

A
n
O
utlo

o
k
o
n
th

e
F
utu

re
R
elatio

n
s
b
et

w
e
e
n

th
e
C
B
D
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafety

a
n
d
th

e
W
T
O
T
ra
din

g
S
y
ste

m,
in

K
i
m

V
a
n
d
er

B
or
g
ht,

,
2
0
0
3,

p.
19
8;

L.
B.

d
e
C
h
azo

u
r
n
es

et
M.

M.
M
b
e
n
g
u
e,

o
p.

cit.,
p
p.

84
3‐
8
4
4.

（
32
）E

C‐
H
or

m
o
n
es,

W
T/

D
S2
6/

A
B/

R/
U
S,

p
ara.

1
24.

（
33
）Ibid.,

p
aras.

18
9

a
n
d1
93.

た
だ
し
、
上
級
委
員
会
は
、
リ
ス
ク
評
価
が
必
ず
し
も
関
係
学
会
の
多
数
意
見
を
反
映
し
て
い
る
必

要
は
な
く
、
た
と
え
少
数
意
見
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
生
命
を
脅
か
す
よ
う
な
リ
ス
ク
に
係
る
こ
と
、

人
の
健
康
と
安
全
に
対
す
る

明
白
且
つ
急
迫
の
脅
威

が
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

合
理
的
関
係

の
要
件
を
充

た
す
と
述
べ
て
い
る
。Ibid.,

p
ara.

1
9
4.

（
34
）

日
本
農
産
物
事
件
の
上
級
委
員
会
は
、

現
実
的
因
果
関
係

が
合
理
的
関
係
の

例
証
又
は
強
い
懲
憑

を
示
す
と
捉
え
て
い
る
。

Ja
p
a
n‐

M
e
as
u
res

affectin
g
A
g
ric

ultu
ral

P
ro

d
u
cts,

W
T/

D
S7
6/

A
B/

R,
1
9
9
9,

p
ara.

83.

（
35
）

ト
レ
イ
ル
溶
鉱
所
事
件
の
仲
裁
裁
判
所
は
、
被
害
国
が
国
家
間
の
通
常
の
相
隣
関
係
に
付
随
す
る
受
忍
限
度
を
越
え
た
重
大
な
結
果

の
発
生
を

明
白
且
つ
確
実
な
証
拠

に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
拙
稿

国
際
法
に
お
け
る

開
発
と
環
境

日
本
と
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国
際
法
の
一
〇
〇
年
・
第
六
巻

開
発
と
環
境

一
三
頁
を
参
照
。

（
36
）

立
証
責
任
に
は
、
審
理
終
了
時
ま
で
に
主
張
事
実
の
真
実
蓋
然
性
に
つ
い
て
裁
判
官
（
英
米
法
で
は
陪
審
員
）
を
説
得
す
る
証
明
責

任
（
客
観
的
立
証
責
任
）
と
、
裁
判
所
へ
証
拠
を
提
出
し
て
自
己
の
主
張
事
実
の
真
実
蓋
然
性
を
証
明
す
る
証
拠
提
出
責
任
（
主
観
的
立

証
責
任
）
と
が
あ
る
。M.

K
azazi,

‑

,
1
9
96,

p
p.
3
0‐
3
8;

C
h.

F.
A
m
erasin

g
h
e,

,
2
00
5,

p
p.
34
‐
46.

（
37
）Ja

p
a
n‐

M
e
as
u
res

affectin
g
th

e
I
m
p
ortatio

n
of

A
p
ples(

h
erein

after
Ja
p
a
n‐

A
p
ples),

W
T/

D
S24

5/
R,

p
ara.

8.

21
2.

（
38
）Ja

p
a
n‐

A
p
ples,

W
T/

D
S2
4
5/

A
B/

R,
p
ara.

18
5.

上
級
委
員
会
は
、
量
的
に
リ
ス
ク
評
価
が
不
可
能
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
科
学

的
証
拠
が
少
な
過
ぎ
る
た
め
に
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
で
き
な
い
場
合
を
、
ま
た
質
的
に
リ
ス
ク
評
価
が
不
可
能
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、

科
学
的
証
拠
は
多
い
が
そ
れ
ら
が

信
頼
に
足
る
又
は
確
定
的
な
結
果

を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。

（
39
）

そ
の
意
味
で
、
五
条
一
項
の
柔
軟
な
解
釈
は
、
そ
の
反
作
用
と
し
て
五
条
七
項
の
適
用
範
囲
を
狭
め
る

両
刃
の
剣

と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。J.

S
cott,

,
20
07,

p.
11
7.

（
40
）Ja

p
a
n‐

A
p
ples,

W
T/

D
S24

5/
A
B/

R,
p
aras.18

3
‐
1
8
4;

T.
E
p
ps,

,
2
0
0
8,

p.
2
6
9.

（
41
）

予
防
原
則
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
に
十
分
な
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
で
き
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
と
、
リ
ス
ク
評
価

に
よ
り
潜
在
的
な
リ
ス
ク
と
そ
れ
に
付
随
す
る
科
学
的
不
確
実
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
岩
間
徹

国
際
環
境
法
上
の
予
防
原
則
に
つ
い
て

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
七
頁
。

（
42
）B.

O
g
olla,

M.
A.

L
e
h
m
a
n
n
a
n
d
X.

W
a
n
g,

Inter
n
atio

n
al

Bio
div

ersity
a
n
d

W
orld

T
ra
d
e
O
r
g
a
nizatio

n:
R
ela‑

tio
n
s
hip

a
n
d
P
ote

ntial
for

M
utu

al
S
u
p
p
ortiv

e
n
ess,

,
3
3
(2
0
03)

3/4,
p
p.
1
2
8
‐12

9.

（
43
）

一
応
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

W
T
Oに
お
け
る
立
証
責
任
の
分
配

国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一

一
五
│
一
二
四
頁
を
参
照
。
こ
の
証
明
方
法
に
よ
る
場
合
、
潜
在
的
被
害
者
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
の
存
在
が
一
応
証
明
さ
れ
る
と
、
科
学
的

不
確
実
性
は
防
止
原
則
と
は
反
対
に
潜
在
的
加
害
者
に
不
利
に
機
能
す
る
。D.

F
re
esto

n
e
a
n
d
E.

H
e
y,

.,
p.
1
3.

（
44
）B.

E
g
g
ers

a
n
d
R.

M
ac

k
e
n
zie,

T
h
e
C
arta

g
e
n
a
P
rotocol

o
n
Biosafety,

,
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3
(2
00
0)

3,
p
p.
5
3
9
‐5
40

a
n
d5
4
2
‐
5
4
3;

,
p
p.
1
0
‐1
2

a
n
d1
4.

後
者
に
よ
る
と
、

S
P
S協
定
の
予
防

原
則
は
、
リ
ス
ク
評
価
に
お
け
る
生
産
・
販
売
の
減
少
に
伴
う
損
害
・
防
除
撲
滅
費
用
な
ど
の
経
済
的
関
連
要
因
（
五
条
三
項
）
や
潜
在

的
な
経
済
的
影
響
（
附
属
書

A四
節
）
の
考
慮
、
貿
易
に
対
す
る
悪
影
響
の
最
小
化
（
五
条
四
項
）、
恣
意
的
・
不
当
な
差
別
や
偽
装
さ

れ
た
貿
易
制
限
の
禁
止
（
五
条
五
項
）
な
ど
の
点
で

商
業
的
利
益
保
護
の
側
面

が
強
い
の
に
対
し
て
、
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
社
会
経
済
的
要
素
の
考
慮
、
明
確
な
再
検
討
手
続
及
び
立
証
責
任
を
輸
出
国
に
課
し
て
い
る
点
で
、
予
防
原
則
の

強
力
な
バ
ー

ジ
ョ
ン

で
あ
る
と
言
う
。

（
45
）B.

E
g
g
ers

a
n
d
R.

M
ac

k
e
n
gie,

o
p.

cit.,
p.
5
3
2;

B.
O
g
olla,

M.
A.

L
e
h
m
a
n
n
a
n
d
X.

W
a
n
g,

o
p.

cit.,
p.
1
29.

議

定
書
の
規
範
を
、
強
制
（
法
的
義
務
）、
許
容
（
法
的
権
利
）
及
び
奨
励
（
努
力
義
務
）
の
三
つ
に
分
類
し
た
も
の
と
し
て
は
、

‑

,
p
p.
2
27
‐
2
2
9

を
参
照
。

（
46
）O.

R
iv
era‐

T
orres,

T
h
e
Biosafety

P
rotocol

a
n
d
th

e
W
T
O,

,
2
6
(20

03)
2,

p
p.
3
04
‐
3
0
9.

（
47
）E

C‐
M
e
as
u
res

affectin
g

th
e

a
p
pro

v
al

a
n
d

m
ar
k
etin

g
of

biotec
h

pro
d
u
cts

(
h
erein

after
E
C‐

Biotec
h),

W
T/

D
S2
9
1/

R,
p
aras.

7.
1
5
4

a
n
d1
9
9;

B.
E
g
g
ers

a
n
d
R.

M
ac

k
e
n
zie,

o
p.

cit.,
p
p.
5
3
5
‐5
36.

（
48
）E

C‐
Biotec

h,
p
ara.

7.
2
0
3.

（
49
）Ibid.,

p
ara.

7.
3
65.

（
50
）

,
p.
1
10.

W
T
Oの
シ
ア
ト
ル
閣
僚
会
議
（
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
及
び
日
本
が

バ
イ
テ
ク
に
関
す
る
作
業
部
会
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
定
書
の
交
渉
を
妨
害
す
る
動
き
と
見
な
す

E
U諸
国
の
反
対
に
遭
っ
て
頓

挫
し
た
。V.

K
o
ester,

A
H
ot

S
p
ot

in
th

e
T
ra
d
e‐

E
n
viro

n
m
e
nt

C
o
nflict,

,
3
1
(20

01)

2,
p.
8
3.

（
51
）T.
P.

Ste
w
art

a
n
d
D.

S.
Jo

h
a
n
so

n,
o
p.

cit.,
p.
1
6.

（
52
）

マ
イ
ア
ミ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
前
文
と
は
言
え
、
最
も
重
要
と
考
え
て
い
た
抵
触
条
項
を
議
定
書
に
挿
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

E
U

と
し
て
も
、
議
定
書
の
実
体
部
分
に
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。Ibid.,

p.
2
2.

（
53
）

文
化
的
多
様
性
保
護
条
約
の
概
要
と
そ
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。U

N
E
S
C
O,

T
h
e
K
e
y
s
to

th
e
C
o
n‑
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v
e
ntio

n
o
n
th

e
P
rotectio

n
a
n
d
P
ro

m
otio

n
of

th
e
D
iv
ersity

of
C
ultu

ral
E
x
pressio

n
s,

C
L
T/

C
E
I/
D
C
E/2
00
7/

P
I/3
2;

I.
B
er
nier,

L
a
N
e
´

g
ociatio

n
d
e
la

C
o
n
v
e
ntio

n
d
e
l'
U
N
E
S
C
O
s
u
r
la

P
rotectio

n
et

la
P
ro

m
otio

n
d
e
la

D
iv
ersite

´
d
es

E
x
pressio

n
s
C
ultu

relles,
,
43

(2
0
05),

p
p.
3‐
43

(
p
artic

ulie
｀
re

m
e
nt

p
p.

13
‐1
4,

3
0
‐
33

et41
‐
42).

（
54
）L.

B.
d
e
C
h
azo

u
r
n
es

et
M.

M.
M
b
e
n
g
u
e,

o
p.

cit.,
p
p.
83
2
‐
8
33

et8
5
3
‐8
57.

（
55
）

米
国
は
、
議
定
書
に
関
し
て
、

A
I
A手
続
が
食
料
・
飼
料
用

L
M
Oに
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、

B
C
Hが
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
抵

触
条
項
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
点
で

合
理
的
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
評
価
す
る
一
方
で
、
予
防
の
概
念
に
つ
い
て

重
大
な
解
釈
上
の
齟
齬
が
残
さ
れ
た

点
を
危
惧
し
て
い
る
。R.

P
o
m
era

n
ce,

o
p.

cit.,
p.
6
2
0.

（
56
）

M・
ヴ
ァ
ル
ス
ト
レ
ム
は
、
議
定
書
の
採
用
し
た
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
相
互
支
持
原
則
が
持
続
可
能
な
開
発
の
目
標
に
向
け
た

重
要
な
一
歩

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
（Co

m
m
issio

n
er

M
ar
g
ot

W
allstro

¨
m
co

m
m
e
nts

o
n
Biosafety

A
g
re
e
m
e
nt

in

M
o
ntreal,

I
P/0
0/9

0

）。
他
方
、
相
互
支
持
原
則
が

W
T
O
と
の
関
係
の
問
題
を
十
分
に
解
決
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
混
乱
（m

u
d‑

dle

）
さ
せ
る
と
の
指
摘
も
多
い
（
例
え
ば
、T.

P.
Ste

w
art

a
n
d
D.

S.
Jo

h
a
n
so

n,
o
p.

cit.,
p.
2
3

）。
文
化
的
表
現
多
様
性
条
約

二
〇
条
の
相
互
支
持
原
則
に
関
す
る
同
様
の
懸
念
は
、
折
田
正
樹

ユ
ネ
ス
コ

文
化
多
様
性
条
約

を
め
ぐ
る
法
的
論
点
に
つ
い
て
の

考
察
│
複
数
の
条
約
の
適
用
調
整
を
中
心
に

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
三
│
一
〇
四
頁
を
参
照
。

（
57
）

議
定
書
の
解
釈
適
用
を
巡
る
紛
争
は
、
紛
争
当
事
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
か
又
は
仲
裁
又
は
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
を
義
務

的
な
も
の
と
し
て
宣
言
し
て
い
な
い
限
り
、
調
停
に
付
さ
れ
る
（
生
物
多
様
性
条
約
二
七
条
）。
そ
の
結
果
、
議
定
書
の
予
防
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
基
づ
く
貿
易
制
限
措
置
を
巡
る
紛
争
は
、
以
下
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
ず
、
両
紛
争
当
事
国
が
議
定
書
の
締

約
国
で
あ
り
、
そ
の
一
方
だ
け
が

W
T
Oに
加
盟
し
て
い
る
事
案
で
は
、
議
定
書
の
定
め
る
義
務
的
調
停
に
付
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、
両
紛
争
当
事
国
が

W
T
Oに
加
盟
し
、
そ
の
一
方
だ
け
が
議
定
書
の
締
約
国
で
あ
る
場
合
は
、

W
T
Oの
紛
争
解
決
機
関
へ
付
託

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
両
紛
争
当
事
国
が

W
T
Oの
加
盟
国
で
あ
る
と
同
時
に
議
定
書
の
締
約
国
で
も
あ
る
場
合
は
、

W
T
Oの

紛
争
解
決
機
関
と
議
定
書
の
調
停
委
員
会
へ
の
付
託
が
と
も
に
可
能
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
問
題
が
生
じ

る
。
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
紛
争
に
な
る
蓋
然
性
が
あ
る
の
は
第
二
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

W
T
Oの
第
四
回
閣
僚
会
議
宣
言

（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
四
日
）
が
、

W
T
O規
則
と

M
E
Aの
貿
易
義
務
と
の
関
係
に
関
す
る
交
渉
を

問
題
の

M
E
Aの
当
事
国
間
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に
お
け
る
現
行

W
T
O規
則
の
適
用
可
能
性

に
限
定
し
た
こ
と
は
、
か
か
る
現
実
的
且
つ
重
要
な
ケ
ー
ス
を
検
討
範
囲
か
ら
除
外
し
た

こ
と
に
な
る
。

（
58
）

非
抵
触
の
推
定
と
系
統
的
統
合
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

貿
易
レ
ジ
ー
ム
と
環
境
レ
ジ
ー
ム
の
交
錯
│
機
能
的
な
分
立
か
ら
緩

や
か
な
統
合
へ
│

国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
七
巻
二
号
（
平
成
二
〇
年
）
六
一
│
六
九
頁
を
参
照
。

（
59
）

多
く
の
専
門
的
レ
ジ
ー
ム
が
多
数
国
間
条
約
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
孤
立
し
て
機
能
し
て
い
る
（
国
際
レ
ジ
ー

ム
の
分
立
）。
ポ
ウ
ェ
リ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
レ
ジ
ー
ム
が

自
立
し
た
弧
島

（self‐
co

ntain
e
d
isla

n
ds

）
と
な
ら
な
い
よ
う
、

W
T

Oの
上
級
委
員
会
と
パ
ネ
ル
が
非

W
T
O法
を
含
む

紛
争
当
事
国
を
拘
束
す
る
全
て
の
国
際
法

を
適
用
す
る
と
共
に
、
解
釈
基
準
の

一
つ
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
三
一
条
三
項
（

c）
の

当
事
国
の
間
の
関
係
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
関
連
規
則

を

全
て
の

W
T
O加
盟
国
の
共
通
意
思
（co

m
m
o
n
inte

ntio
n
s

）
を
表
わ
す
非

W
T
O規
則

と
柔
軟
に
捉
え
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

J.
P
a
u
w
ely

n,
B
rid

gin
g
F
ra

g
m
e
ntatio

n
a
n
d
U
nity:

Inter
n
atio

n
al

L
a
w
as

a
U
niv

erse
of

Inter‐
co

n
n
ecte

d
Isla

n
ds,

,
25

(2
0
0
4)

4,
p.
9
1
0.

（
60
）

W
T
Oの
パ
ネ
ル
と
上
級
委
員
会
の
適
用
法
は
、
紛
争
解
決
了
解
三
条
二
項
に
定
め
る
対
象
協
定
（

W
T
O設
立
協
定
の
附
属
書

一
）
と
解
釈
に
関
す
る
国
際
慣
習
法
規
則
の
他
に
、
編
入
協
定
（
ガ
ッ
ト
二
九
条
の
ハ
バ
ナ
憲
章
、

T
R
I
P
S協
定
一
条
三
項
の
パ
リ

条
約
な
ど
）、
派
生
法
（
決
定
、
決
議
等
）、
立
証
責
任
の
分
配
等
の
黙
示
的
権
限
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。P.

C.
M
a
vroidis,

N
o
O
ut‑

so
u
rcin

g
of

L
a
w?

W
T
O
L
a
w
as

practice
d
b
y

W
T
O
C
o
u
rts,

,
1
02

(2
008)

3,
p
p.
4
2
1
‐4
44.

（
61
）P.

‐
T.

Stoll,
o
p.

cit.,
p.
1
1
9;

V.
K
o
ester,

o
p.

cit.,
p.
8
7.
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